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汎用統計パッケージSPSS　のサブプログラム

汎用統計パッケージS P S S:のサブプログラム

小野寺
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1983年. S PS Sは大幅に改定・強化され, S PS S"としてリrJ-スされた。本センター

においてもサービスされており,その技能の豊富さと使いやすさから,利用されている方も多いこ

とと思われる。既に日本語マニュアル「新版SPSSx-I基礎編」日が出版さており,基本的な

技能については解説されている。しかし.多変丑解析を中心として,多くのサブプログラムを紹介

したものが,英文マニュ7ルのほかになく.利用者は不便を強いられているようである。またその

ため. S PS S　の利用に二の足を踏まれる場合も多いようである。

そこで今臥　SPS St利用者の度を図るため,上富己の日本語マニュアルに紹介されていないサ

ブプログラムについて,その用法を中心に紹介することとした。基本的な技能についての詳細は上

記マニュアルを参照されたい。また.その他の桟能の詳細については,逼って日本語マニュアルの

統環も出版される予定であるが,それまでは英文マニュアル2.3.4)を参照されたい。

(1)紹介するサブプログラム

本解説でその用法を紹介するサブプログラムは次のとおりである。なおTAB L ESば,利用者

が限られると思われるので今回は省喝する。

ANO VA

O N EWAY

MANO VA

HI L O G L I N E A R

L O G L I N E A R

P RO B I T

P L O T

P E A R S O N C O R R

P A R TI A L C O R R

R E G R E S S I O N

DI S C R王MI N A T

F A C TO R

P RO XI MI T I E S

AL S C A L

*東海女子短期大学

**光華女子短期大学

多元民定の分散共分散分析

一元配置の分散分析

分散共分散分析

階層的対数線形モデル解析

対数線形モデル解析

プロビット

プロット(各種2次元図の作成)

ビ7ソンの柏関係数

偏相関係数

童回帰分析

判別分析

薗呂va&

距離行列作成

多次元尺度構成法
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C L U S T E R

QUI CK C LU STE R

NO N P A R C O RR

NP AR TE S T S

B O X-J E N KI N S

R E L I A B I L I TY

S U RVI V A L

クラスター分野

高速クラス-分析

順位棺関係放.

ノンパラメトッリック検定

ボックス・ジェンキンス

信頼性解析

生存くま)分析

(2)サブコマンドなどの書式における表富己法

・ 〔〕はその中に書かれた事柄が省略可能であることを示す。

・ tI　あるいは縦に並んだ　fI　は,その中からいずれかを選択することを示す。

・下級は揚準値(省噂時に自動的に採用される任)を示す。

〔例]　LEY乱　　ORDINAL (【皿且】 【 SIMILAR ])
INTERVAL(I Iまたはd I)
RATI　(Ilまたはdl)
NOMINAL

この例では, LEVEL芸のパラメータとしてORDINAL.川TERVAL.RATIO.NOM川ALの中から一つ選択し,

oRD川Aいこはさらに,その後に()でくくってUNTIEまたはSIMILARが付加でき,これは省喝可能で

あることを示している。また　ORD川ALが選ばれUNTIEとSIMILARが省喝されたときは, UNTIEが拐準

債として選ばれることを示している。

1　ANOVA:多元配置分散共分散分析

ANOVAは多元配置分散共分散分析を行なうとともに, MCA (多重分類分析)表を作成するプログラ

ムである。ただし独立変数が1つの場合には0陀YAYを.また従属変数が複放く多重従属変数)の場

合,繰返しのあるデザイン,入れ子聖のデザイン,および要因・共変立間の交互作用を処理する場

合はMANOYAを利用するg

1.1　一般書式

ANOYA　従属変数lJスト　BY　独立変数リスト　く最小値,最大僅)...

【mTK　共変数リスト】/.‥

BYの左側に従属変数を,右側に独立変数を. WITHの右側に共変数を書く。スラッシュ【/】を付け

ることにより.さらに分析リストを銃けることができる。

1.2　オプション

1欠指値定義を無視し,データを除外しない。このオプションを指定しなければ,欠損任を含

むケースは分析から除外され,使用されない。

2　変数ラベルおよび変数僅ラベルの印刷を省噂する。

3　すべての要因問交互作用を無視する。

A 3要因問以上の交互作用を無視する。

5　4要因問以上の交互作用を無視する。

6　5要因問以上の交互作用も無視する。

九州大学大型計軍機センター広報
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汎用統計パッケージSPSS　のサブプログラム

T　共変丑と要因を同時に投入する。

8　共変丑を要因の後に投入する。

9　一括投入型回帰分析的処理法を採用する。

10　階層的なステップダウン処理法を採用する。

11　80文字の幅で印刷する。

1.3　追加統計

I MCA (多重分頬分析)表を作成する(オプション9の場合を除く) 0

2　共変丑にたいする標準化されていない偏回帰係数を表に印刷する。

3　平均,度数の表を印刷する(オプション9の場合を除く)0

1.4　コマンドの編成例

ANOVA PRESTIGE BY REGIONU.9) SEX.RACECi.2) ITIT拝EDUC

STATISTICS　2

OPTIONS 10.ll

2　ONEWAY:一元配置分散分析

ONEWAYは一元配置の分散分析を行なうサ蝣f-fログラムである。もちろんANOVAやMANOYAを使用し

ても一元配置の分散分析は可能であるが, ONEffAYには多くの追加テストを含むという待散がある。

すなわち,傾向(TREND)テスト, T7*リオリな対比(CONTRAST)テスト,さまざまな多範囲(RANGES)

検定などの権能をもっている。

2.1　一般書式

ONEWAY　　従属変数リスト　BY独立変数リスト(最小値,最大値)

〔/POLYNOMIAL*最高次数】 〔/CONTRAST=対比係数リスト】

〔/CONTRAST'. ‥ 】

【/RANGES= (LSD

{DUNCAN

(SNK

ITUKEYB

(TUKEY

(LSDMOD

(SCHEFF

(レ押`

【/RANGES'‥. 】

({0.05　})]

(alphaI

2.2　サブコマンド

POLYNOMIALサブコマンドによって,主効果(級問変動)を最高5次までのトレンド成分に展開で

きるOまた. CO〃TRASTサブコマンドにより,任意のグループ間の平均値の萱をt検短することがで

きる　RANGESサブコマンドを使用すると.グループ平均のあらゆる組合せについて,差の検定を行

なうことができる。
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解　　　　説

2.3　オプション

1欠拐僅指定を無視する。

2　欠損値をリスト単位で排除する。

3　変放ラベルの印刷を省喝する。

4　各グループの反故.平均.提琴偏差をマトリックス出力する。

6　独立変数の変数値ラベルの先頭8文字をグループラベルとする0

7　オプション4の出力をマトリックス入力する。
′

8　度放,平均,プールされた分散,自由度をマトリックス入力する。

10　レインジテストにおける全グループに対して調和平均を使用する。

2.4　追加統計

1各グループごとに,度数,平均,標準偏差.提準誤差,最小値,最大値,平均に対する95%

の上側,下側信輔限界の印刷を行なう。

2　母数模型に対しては,ほ準偏差,標準誤差,平均の95%の信頼水準における両側信頼限界を.

変重填聖に対しては,接準誤差.平均の95%の信頼水準における両側信禎限界.および推定絞

問分散(estimate of between-component variance)を印刷する。

3　グループ間の分散の均一性についての筑汁重くコクランのC,バートレット・ボックスのF,

ハートレイの最大分散と最小分散の比)を印刷する。

2.5　コマンドの編成例

ONEWAY WELL BY EDUC5U.6)

POLY打OMIAL = 2/ CONTRAST = 2ト1.2事1/

CONTRAST = 2*0.2ト1.2キ1/ CONTRAST = 2ト1.2幸0.2*1/

RANGES = SNK/ RANGES = SCHEFFE (.01)

STATISTICS ALL

3　PLOT:プロット

PLOTは, 2次元の図を作成するプログラムである。散布図(scatterplot),等値線図(contour

plot),重ね書き図(overlay plot),回錯図(regression plot)などが作成できる。プロット位置を

示す記号も,オプションによって選択できる。また縦軌　韻軸の長さや締尺も,自由に設定するこ

とができる。

3.1　一般零式

pLOT　【HSIZEサブコマンド】 【/YSIZEサブコマンド】

〔/oUTPOINTサブコマンド】 【/SYMBOLSサブコマンド】

【/MISS川Gサブコマンド】 【/FORMATサブコマンド】

【/TITLEサブコマンド】 〔/HORIZONTALサブコマンド】

【/VERTICALサブコマンド】

/PLOTサブコマンド【/PLOTサブコマンド.‥】

九州大学大型計算機センター広報
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汎用統計パッケージSPSS　のサブプログラム

PLOTでは,サブコマンドによって図の明細を指示する。かならず指定しなければならないのは,

PLOTサブコマンドだけであり.その他はすべてオブシ7ンである。

HSIZE, VSIZE, CUTPO川T, SYMBOLS, MISS川Gなどは共通サブコマンドと呼ばれ.それぞれ1回し

か使用できず,かならずPLOTサブコマンドより前に置かなければならない。

FORMAT, TITLE, HORIZONTAL, VERTICALなどはローカルサブコマンドと呼ばれ. PLOTサブコマン

ドとともに何度でも使用できる。ただしローカルサブコマンドの指定は.直後のPLOTサブコマンド

に対してのみ有効である　PLOTサブコマンドは,かならず最後に置く。各サブコマンドは.必ず/

(スラッシュ)で区切っておく。

3.2　サブコマンド

(1) PLOTサブコマンド

[書式コ　PLOT=変数リスト　WITH変数リスト〔(PAIR)】

【BY変数名】〔;変数リスト　‥.】

キーワードY(T汀の左側の変数を縦軸,右側の変数を構紬とする図が作成される。キーワード

PAIRを使用すると, WITHの左側のリストの第1番目の変数と右刺の第1番目の変数,左側の第2

番目の変数と右側の第2番目の変数, -というようにリスト順のペアが作られる。 PAIRを使用し

ない場合には,左側の変数群と右側の変数群の全ての組合せについて,図が作成される。阜-ワー
°. -ヽ

ド　BYの後ろにはコントロール変数を指定する。この場合,コントロごル変数の変数僅ラベルの1

番目の文字がプロット位置を示すシンボルとして使用される。変数佳ラベルがない場合には,変数

値の1番最初の文字または数字が使月される。また等値繰回のコンター変数もキーワードBYの後

に置く。

(2) TITLEサブコマンド

〔書式　　　TITLE =　文字列.

60宇以内の文字列で;図に表題(タイトル)をつけることができる。

(3) VERTICAL, HORIZONTALサブコマンド

〔書式]　{VERTICALまたはHORIZONTAL}　〔.文字列.】

【sTANDARDIZE] 【R肝冨RENCE(変数僅リスト)】

【M川(最小値)】 〔削x(最大値)】 【UNIFORM】】

'文字列.　　　縦軸・旗軸に4 0字以内でラベルをつけることができる。

M川(最小値)　各軸の最小値を指定するC指定された値より小さいデータは図に含まれない。

揺準値は.データの最小値。

MAX (最大値)　各軸の最大値を指定する。指定された伍より大きいデータは図に含まれない。

標準値は,データの最大値。

UNIFORM　　　　各軸の尺度をそれぞれ統一する。

REFERENCE(変数値リスト)　各軸に対しそれぞれ1 0本まで,参照のための垂線をひくことが

K3M

STANDARDIZE　　変数値を平均O,揺準偏差1となるように標準化する。

(4) FORMATサブコマンド

[書式〕　FORMAT=
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{OVERLAY

はEGRESSIC川　　I

DEFAULT FORMATサブコマンドを省喝するか.阜-ワードDEFAULTを指定する・と, 2変数の散布

図が作成される。

C〇NTOUR　　最高3 5段階までの等値線EZ]を作成する。キーワードCO汁TOURの後の()の中に,何

段階に分割するかを故事で指定する(接準値は1 0) 。コンター変数は連続変立でなけれ

ばならず, PLOTサブコマンドのキーワードBYの後に指定する。

OVERLろY lつの枠の中に最高20個までの図を重ねて書くことができるoただし重ねること

ができるのは単純な散布図や回精留だけであり.コントロール変数やコンター変数を持つ

図は使用できない。重ねる図はP LOTサブコマンドの中で指定する。

REGRESSIO打　縦軸変数の韻軸変数への回岸を汁耳し印刷を行なう。また散布図の枠と回錯直線と

の交点をRという文字を使って示す。この2つのRを結んだものが回帰直線となる。

(5) HSIZE, VSIZEサブコマンド

〔書式】　HSIZE =　{801/YStZE =　{40}
ln}　　　　In}

綻軸の長さ,および韻軸の長さを指定するOデフォルト値は縦軸の長さ40,位軸の長さ80で

ある。

(6) SYMBOLSサブコマンド

〔書式】　SYMBOLS * (ALPHANUMERIC
川UMERIC
t.吉己号列' L.重接点の記号列.】
{xl 16i星記号列'【, .重複点の15i呈!己号列.】
{DEFAULT

プロット位置を示す記号を,最高36罷類まで指定することができる。ただしコントロール変

数を用いる図では, SYMBOLSサブコマンドは適用されない。

ALPHANUMERIC　1-9までの数字とA～Zまでの英字.および*印が記号として用いられる。

したがって*印は,その位置に36以上のケースが重なっていることを示す。このセ・yト

がデフォルトとなる。

NUME別C　1-9までの数字と*印が記号として用いられる。したがって*印は,その位置に

1 0以上のケースが重なっていることを示す。

'冨己号列'〔.'重複点の記号.〕　7ボストロフィーで囲むことによって.任意の冨己号のリストを

指定することができる。コンマの後に第2のリストを指定すると,第1のリストの記号と

第2のリストの記号を重ね打ち(合成)した富己号を使用する。第2のリストの記号には,

1 6道教またはキーボードの文字が使用できる。

X*16進記号列.〔..重複点の16進記号列.〕　Xの後にアポストロフィーで囲んだ1 6進数のリスト

を置くことによって1 6遁故の記号を指定することが.できる。コンマの後に第2のリスト

を指定すると,第1のリストの吉己号と第2のリストの記号を重ね打ち(合成)した吾己号を

使用する。第2のリストの記号には, 16進数またはキーボードの文字が使用できる。

(7) CUTPOINTサブコマンド

[書式〕　CUTPOINT = (EYERYUまたはn)I
I変数値リスト　)

このサブコマンドを省喝すると,ケース故がl増加するごとに逼った記号が割当てられる。 lケ
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-スごとではなく.あるまとまったケース致ごとに異なった記号を割当てたいときには..・CUTPO川T

サブコマンドを使用する。ただし.重ね図(overlay plot)や等値緑園(contour plot),またコント

ロール変数を持つ図には.通用されない。

EYERY(n)　　　ケースごとに異なる記号が使用される。

変放値リスト　指定された変放任ごとに異なる記号が使用されるo

(8) MISS川Gサブコマンド

〔書式】　MISS川G = 〔{PLOTJNSE}】 【川CLUDE】】
{LISTWISEI

PLOTNSE　欠損値のプロット単位(plot*ise)の除去。ある図(プロット)を構成する変数のどれ

かに欠指値がある場合,そのケースはその図から除去される。 MI S SINGサブコマン

ドの指定が無い場合は,この欠指値処理方式が選択される。

LISWISE　欠損値のリスト単位(listwise)の除去。 PLOTサブコマンドで指定された変数のど

れか1つにでも欠損債があれば.そのケースはすべての図くプロット)から除去される。

川CLUDE　欠損値定義を無視しすべてのデータを計算に含める0

3.3　コマンドの編成例

PLOT HSIZE = 38/

VSIZE=25/

SYMBOLS = ¥-+oxOXNPX‥　　　　0㌢/

TITLE*'PRESSURE WITH WEIGHT'/

HORIZONTAL="WEIGHT IN POUNDS'/

PLOT = PRESSURE WITH WElGET/

FORMAT = CONTOUR/

TITLE=*wEIGHT VITH AGE BY PRESSURE'/

HORIZONTAL^"YEARS OF AGE' M川(15) MAXC85)/

PLOT = WEIGHT WITH AGE BY PRESSURE!

4　HI LOGLI NEAR

HILOGL川EARは,度数分布表(frequency tables)に対する階層的対数線形モデル(hierarchical

log-linear model)のパラメーターを推定するプログラムである　HILOGLINEARは,繰返し比例当て

はめ註(iterative proportional fitting algorithm)を使用するため, LOGL川EARよりこのような

モデルにたいして効果的である。

4.1　一般事式

HILOGL川EAR　　変数リスト(最小値,最大値) 〔変放リスト.‥】

【/MISSINGサブコマンド】 〔/CYEIGHTサブコマンド】

【/PR川Tサブコマンド】 【/PLOTサブコマンド】

【/CRITERIAサブコマンド】 【/MET!IODサブコマンド】

【/MAXORDERサブコマンド】
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【/DESIGNサブコマンド【/DESIGNサブコマンド/‥.】】

HILOGL川EARコマンドの変数名は,必ず指定しなければならない。サブコマンドは8種類あり,

すべてオブシ7ンである。ある1つのDESIGIVサブコマンドに関係するサブコマンドは必ずDESIGN'サ

ブコマンドの前に置かなければならない。

4.2　サブコマンド

(1) DESIGNサブコマンド

〔書式]　DESIGN[=効英名　効真名*効果名...】

階層モデルにおいては.高次の交互作用が存在することは,同L'変数についてより低次の交互作

用や主効果も必ず存在するということを意味している。したがって, DESIGNサブコマンドである交

互作用を指定したとすれば,それはより低次の交互作用と主効果も同時に指定したことになる。た

とえば,

DESIGN　=　A事B幸C D

という指定は　ABCの3次の交互作用, AB、AC.BCの2次の交互作用,およびA,ち.C.Dの各主効果を含

んだモデルであるということを意味する。

DESIGNサブコマンドの後に何も指定しなければ,飽和モデル(全ての交互作用と主効果を含んだ

モデル)を選択したことになる。 1つのHILOGL川EARコマンドの中で,複数のDESIGNサブコマンド

の指定が可能である。

く2) CWElGHTサブコマンド

〔書式】　C柁IGHT=変数名　　　1
くくマトリックス)I

CwEIGHTサブコマンドは,あるモデルの各セルに対し,ウェイトづけを行なう。あるモデルに対

し構造的な0 (structual zeros)を与えたり,新しい枠(margin)にあうように表を調整したりする

時に即、る。臥　アグリゲートデータに対するウェイトづけにはmGHTコマンドを用小, CWEIGHT

サブコマンドは使用しない。各セルに対するウェイトづけの指定は, CWEIGHTサブコマンドの後に

ウェイト変数を指定するか,括弧で囲まれたウェイトマトリックスを指定することによって行なう。

(3) METHODサブコマンド

〔書式】　METHOD〔=BACKHfARD】

サブコマンドは,指定されたモデルから項誠少法(backward elinina-tion of terns)によって,

"最適(best)　なモデルを選び出す。このサブコマンドは,直後のデザインにのみ有効であるo

METHODサブコマンドを省略すると, DESIGNサブコマンドで指定されたモデルがテストされるだけで,

モデル選択は行なわれない。

く4) MAXORDERサブコマンド

[書式】　MAXORDER=k

モデルにおける最高次元故の指定に用いる。 k次元以下の全ての交互作用と主効果を含んだモデ

ルを指定したことを意味する。

(5) PRINTサブコマンド

〔書式〕　PR!NT=【DEFAULT】 【ASSOCIATION】

【FREQ] 【RESID】 【ESTIM】 【ALL】 【NONE】

PRINTサブコマンドを使用することによって,撮準出力に含まれない統計値や図表を出力させた
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り,揚準出力の中の不用なものを省喝することができるo

DEFAULT　　　は準出力。飽和モデル以外のモデルに対しては, FREQおよびRESIDキーワードによ

る出力が行なわれる。飽和モデルに対しては, FREQ.RESID.およびESTIMキーワードによる

出力が行なわれる。飽和モデルにおいては観測度数と期待度故は一致し.残蓋は0となる。

FREQ　　　　　税別反故および期待度故の出力。

RESID　　　　技量および援準化残量の出力。

EST川　　　　飽和モデルに対するパラメータ推定値の出力。

ASSOCIATION　飽和モデルに対して.各効果の部分的な結合を要求する。

ALL　　　　　利用可能な全ての出力。

NONE　　　　　デザインに関する情報とあてはまりのよさに関する統計値のみが出力される。

(6) PLOTサブコマンド

〔書式】　PLOT=【DEFAULT】 〔RESID]

【NORMPLOT】 〔NONEH

PLOTサブコマンドがないと,図は何も出力されない。キーワードがすべて省喝された場合は,阜

-ワードDEFAULTを指定した場合と同t3図が出力される。

DEFAULT RESIDおよびNORMPLOTキーワードを指定した場合と同じ出力になる。

RESID　　　標準化残差を縦軸,観測度数および期待度数をそれぞれ韻軸とする図が出力されるo

NORMPLOT expected normal valueおよび偏差をそれぞれ綴軸とし,標準化浅差を横軸とする

図が出力される。

NONE　　　何も出力されない。すでに使用されているPLOTサブコマンドの指定を,無効に

すために使月する。

(7) CRITERIAサブコマンド

〔書式〕　CRITERIA=【CONVERGEUO.25})i [ITERATE({20!)】
In nI

〔PUO. 05})]〔MAXSTEPS({10日】 【DEFAULT】
(prob)　　　　　In )

繰返し比例当てはめ法(iterative proportional fit卜ing)やモデル選択を行なうさいに使用す

る基準値を指定する。

DEFAULT　　　パラメータを培準値にもどす。標準値以外の値を指定したあとで,パラメータを

標準値にもどしたい時に用いる。

CONVERGE(n)収束の基準値。桟準値は0. 25<

ITERATE(n)　最大繰返し回教。積準値は20。

P(n)　　　　　値の有意水準。標準値は0.05。

MAXSTEPS(n)モデル選択における最大ステップ散の指定。標準値は10。

く8) MISS川Gサブコマ'ンド

[書式]　MISS川G={LISTVISE)
(川CLUDE
{DEFAULTI

LISTWISE　欠拐値のリスト単位の除去。

川CLUDE　欠指値定義を無視し全てのデータを計算に含める.

DEFAULT　欠損値のは準処理。
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4.3　コマンドの編成例

mLOGL川EAR HTATSOFT (1.3) BRAND門F PREVUSE TEMP (1.2) /

PR川　　ALL/

PLOT = DEFAULT /

METHOD =　BACKWARD /

DESIGN /

5　AL SCAL:多次元尺度法

ALSCAL　はリリース2. 1から利用できるもので, Takane. Young and deLeeuw (1977)により提

唱され,後にYoung. Tak品e and Levyckyj (1978)により改良された交互最小2乗法(alternat-

ing least-squares approach)を用いた多次元尺度法と展開法のプログラムである。 5つの異なる

モデルの中の1つを援用し,多次元空間上に刺激座標や重み付けを位置づける。適当なサブコマン

ドオプションで多くの多次元尺度法や展開法モデルを指定できる。また,刺激座績,重み付け,衣

換等を含んだ様々なプロットも可能である。 ALSCALは極めて柔軟なプログラムで計丑多次元尺度

法(MDS)と非計丑MDSf　古典的MDS,反復MDS,重み付けMDS,展開法(MDU)を一つのプログラムに

統合したものである。現在ではALSCALが個人差多次元尺度モデル(McGee. 1968; Carrol and

Chang. 1970)と展開法モデル(Coombs. 1954; Young. 1972),個人差を扱わない多次元尺度モデル

(Torgerson. 1952; Sheperd. 1962: Xruscal. 1964; Guttnan. 1968),さらに外的基準のある多次

元尺度モデルや外部展開法モデル(Carrol, 1972)を扶合した唯一の尺度構成プログラムである。

ALSCALはあらゆる種類の2元データ(例えば単一の行列)や3元データ(例えば,競人かの披験者お

のおのの行列)に通用できる。データは条件付きでも(conditional or unconditional),また繰り

返しがあるものでもないものでも.さらに欠指値の有無にかかわらず,処理が可能である。順序デ

ータの同順位データはそのまま同順位にしておくこともできるし, J頓位輔係をつけることもできる。

5.1　-故事式

ALSCALの一般書式は次の通りで.最低指定しなくてはならないのはYARIABLESサブコマンドで

ある。これにより尺度化する変数を指定す争o

ALSCAL VARIABLES*変数リスト【/サブコマンド/...】

他のサブコマンドはすべてオブシヲンである。デフ*ルトとしてALSCALは2次元非計丑ユーク

リッド多次元尺度注解を求め,その際データは噸序尺度で1つ以上の正方対称行列からなっている

と仮定されている。プリント出力は自動的に各行列の欠損値の致,反復手続きによる　YoungのS-

STRESSの値の変化.各人力行列に対する2つの当てはまりの測度(KruskalのSTRESSと相関の平方,

RSQ).モデルが適切である場合の布置と重み付け,を含むものになる。

5.2　サブコマンド

入九.モデル.出力に関するオブシアンにおいて,様々なサブコマンドの指定が可能である。

ALSCALのコマンドの後であればサブコマンドはどの様な順序でも良い。サブコマンドはサブコマ

ンドのキーワードで始まり,続いてイコール記号や指定内容を書かねばならない。サブコマンドを

複数指定する場合にはそれぞれをスラッシュで区切る。
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(1)FILEサブコマンド

〔書式】　FILE=handle名

FILEサブコマンドにより付加的データ,例えば.尺度化された行列に対する重み付け,あるい

はまた刺激座はに対する初期布置,確定(fixed)布置を含んだファイルを琵み込むことができるo

FILEサブコマンドを用いる場合にはFILE HANDLE　を指定しなくてはならない。

読み込まれる行列や行列の値のタイプに関してオブシFンを後につけることが可能である。初期

布置にはINITIAL ,確定布置にはFIXEDを指定する。連続的なALSCAL次元と対応する布置/壁

み付け77イルの変数はDIMI.DIM2..‥DIMr　の変数名を持つことになる。ここでrはALSCAL次

元の最大数である。フ7イルはまた全ての行に数値タイプを示すための短い文字型変数(string

variable) TYPE.を含む。刺激座は値はCOKFIG,行刺激庄ははROWCONF,列刺激座接はCOLCONF.

そして披験者重み付けと刺激重み付けはそれぞれSUBJWGHT　と　sTlh柑GHTとして示すこと。 ALSCAL

は　CONFIG　と　ROWCONF　を区別せず受け入れる　CONFIG.ROWCONF,COLCONF.SUBJffGHT.STIMWGHTをそ

のまま書いてもよいし.おのおのはしめの3文事だけでもよいO

ファイル上の座按や重み付けのセットは　COM,ROW.COL,SUB.STIの順でなくてはならないO　それ

らが適切な順序でファイル上に買われる限りALSCAいま不用なタイプは読み飛ばすo

CONFIG日川ITIAU]　刺激布置の琵み込み。布置/重み付けファイルが初期刺激座標

t FIXED　　を含んでいる。この種の人力はSHAPE=SYM.METR!CかSHAPE-ASYMMETRIC,

あるいは行列中の変数の教がALSCAL　コマンド上の変数の教に等しい場合

に適切である。

ROtfCONF【t川ITIAU】　行刺激布置の読み込み。布置/重み付けファイルが初期行刺激座標を含

FIXED }　んでいる　SHAPE=RECTANGULARの場合にはこの指定が必要である。故削値

の数は　川PUTサブコマンドで指定した行数と等しいか,川PUTを指定しな

い場合には距離行列ファイル(proximity file)におけるケース数と等しい

こと。

COLCO肝〔(川ITIALJ]　列刺激布置の読み込み。布置/重み付けファイルが初期列刺激座蟻を含

FIXED　　んでいる。こ・の種のフ7イルはSEAPE=RECTANGULARで行列中の観測値敦が

ALSCALのコマンドにおける変数の教と等しい場合に人力となり得る。

SUB川G:T日間TIAL}]被験者重み付け(行列)の読み込み。布置/重み付けファイルは被験者

FIXED　の重み付けを含んでいる。'披験者一重み付け行列における扱測値の故は距

離行列ファイルに於ける行列の故に等しくなくてはならない。披験者重み

付けの人力は　MODEL,川DSCAL, MODEL=AINDSあるいはMODEL=GEMSCALの

時のみ許される。

STIMWGHT日日HTIAL日　刺激重み付けの読み込み。布置/重み付け7 7イルが刺激重み付けであ

f FIXED　る。布置/費み付けファイルに於ける観測値教が距離行列ファイルに於け

る行列数と等しいときにのみこのオプションを指定できる。この種の行列

人力はMODEL=A川DS　あるいはMODEL=ASCALのときのみ許される。

(2)川PUTサブコマンド

〔書式〕　川PUT=ROWS　{ALL]
I n　}

川PUTサブコマンドは矩形行列(行の故と列の数が異なる行列)の読み込みかたをALSCALに指定
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するものである。一般にALSCALは実行ファイルにおける各ケース(これはデータ行列における一行

を表わしている)を一行単位に読み込むことになる。もし矩形行列を読み込む際に　川PUTサブコ

マンドを用いない場合には人力行列の一行が各ケースに対応していると仮定される。データ行列が

複数のデータ行列から成るのではなくそれ自体で一つのデータを構成しているならALLを指定し,

ファイルに複数の人力矩形行列がある場合には各行列の行数をnで指定する。全行故がnで割られ

自動的にそのデータ行列に含まれる行列の敦が求められる。

(3) SHAPEサブコマンド

〔書式]　SHAPE =　{SYMMETRIC
(ASYMMETRIC

{RECTANGULAR}

SHAPEサブコマンドは尺度化する入力行列の形式を指定するものである。指定する形式は次のよ

うに,対弥符列.非対称行列,矩形行列のいずれかである。

SYMMETRIC　対称行列。これはデフ*ルトである。

ASYMMETRIC　非対称行列。行列の上三角部分と下三角部分の対応成分が異なる行列。対角成分は

無視される。

RECTANGULAR矩形行列。行と列は異なるアイテムを表わしているO

(4) LEVELサブコマンド

〔書式　　LEVEL
【
.′
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LEVELサブコマンドは行列内の測度の水準,すなわち,順位尺度.間隔尺度.比尺度,名義尺度

の水準を指定するものである。オブシ7ンとして間隔尺度と比尺度には多項式変換(polynomial

transformation)の次数を指定できる。次数はLEYn=川TERVALあるいはLEVEL=RATIOの後の括

弧の中に(d)の形で.数字で指定する。 dには1から4までの整数を指定できる。デフ*ルト値

は1であり,これは緑型変換に対応している。

ORD川AL【(【UNTIE】 【SIMILAR】)】　順位水準データ。デフ*ルトである。データはKruskal

(1964)の最小2責単調変換(least-squares ntonotonic transformation)により順位とし

て扱われる。この分折は非計丑(ノンメトリック)である。かっこ内のパラメータを省喝

すると,分析を通して同順位データを同順位のままとし,データは非類似性として扱われ

る。順位データを連続重と見なしたいのであればSIMILARオプションを指定すればよい。

INTERVAL【(d)]　間隔水準データ。古典的な回帰技法を用いて計丑的分析が行なわれる。

RATIO【(d)】　　比水準データ。間隔水準と同様,計童的分析が行なわれる。

打OM川AL　　　　名義水準データ。 Takane. Young, and deLeeuw (1977)の最小2東カテゴリカ

ル変換を用い,データを名義水準として扱う。名義水準データの非計丑分析にこの指定を

行なう。

(5) CONDITIONサブコマンド

〔書式]　CONDITION-I MATRIX
ROW

UNCONDITIONAL

条件性(Conditionality)とはデータセ・yト内の数字が比較できない状態を言う　CONDITIONサブ

コマンドは尺度化するデータ行列が条件付きであることを指定するものである。
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MATRIX

ROW

故事の意味が披験者に関して条件付きである。これはデフ*ルトである。

数字の意味が行に関して灸件付きである。各行列の行内の致字間でのみ比較が

意味を持つ。この指定は非対称データあるいは矩形行列データに対してのみ適当

で. MODEL=ASCALあるいはMODEL'A川DSの場合は指定できない。

uNCONDITIONAL　数字の意味が条件付きではない。人力行列に於ける全ての値の比較が意味を持

つo

(6) MODEL (METHOD)サブコマンド

〔書式〕　紬ODEL　またはMETHOD}={EUCLID
INDSCALI
(ASCAL I
AINDS

(GEMSCAU

MODELサブコマンドは分析のための尺度化モデルを指定するためのものである(キーワード

METHODをMODELの代わりに用いることもできる) 0 5つの尺度化,展開モデルのタイプからいず

れかを指定できる。

EUCLID　ユークリッド臣群モデル。このモデルはデフ*ルトである。

川DSCAL　個人差(重み付け)ユークリッド匹だモデル。 ALSCAいまCarrol and Chang (1970)が提

案した重み付き個人差ユークリッド距推モデルを使ってデータを尺度化する。

ASCAL　　非対称ユークlJッド距だモデル。このオプションはYoung (1975b)が提案したユーク

リッドモデルである。

A川DS　　非対称個人差ユークリッド距鮭モデル。このオプションはYoung (1975a)の非対称ユー

クリッドモデルと　Carrol and Chang(1970)が提案した個人差モデルを組み合わせたも

のである。

GEMSCAL　一般化ユークリッド計量個人差モデル。

(7) CRITERIAサブコマンド

〔書式]　OUTERIAS〔NEGATlYE】 〔CUTOFF(0)] [CONYERG引.001}】
c}　　　　　　　　c}

【ITER130}】 〔STRESSM川,005}] [NOULB】 ・
Ini}　　　　　　　{　s)

【DlMENS{　2　　}] CDlRECTIONS(r)】

{min【.max]}

【TIESTORE(n)]

CRITERIAサブコマンドは尺度化するモデルの諸点を指定し,尺度化の解の収束基準を設定する

ものである　ALSCAいまS-ST記ESSと呼ばれる適合基準を最小化するようデザインされた反復アルゴリ

ズム(iterative algorithm)である　ALSCALはS-STRESSの改善がCONVERGEの値以下になるか,皮

復回数が最大になるか,あるいはS-STRESSの債が最小値に達するまで反復計貫を繰り返す。

CONVERGE(c)　CONVERGEをCに設定する。これは一回の繰り返しでS-STRESSがどれほど改善さ

れたかの基準である。デフ*ルトではCONYERGE=0.001である。 CONVERGEDの場合には

ITERオプションで違う債を指定しない限り, 30回の反復計耳が行なわれる。

ITER(ni)　反復の最大回故をniに設定する。デフ*ルトは30である。 STRESSMIN(s)最小ストレ

スをSに設定する。デフ*ルトではS-STRESSの債が0.005以下になると反復汁貫は自動

的に終了する　STRESSM川には0から1までの値を設定できる。
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NEGATIVE　　偶人差モデルで負の重み付けを　める。デフ*ルトでは生み付けが負の値をとるこ

とは許されない。

CUTOFF(c)　欠損値として距離を処理する襟の打ち切り任をCに設定する。

デフ*ルトでは負の類似性くあるいは非議似性)は全て欠指値として処理され. 0と正の

類似性は欠指値として扱われない(CUTOFF = 0) 。 CUTOFF値を変えることでその儀以上

の類似性は欠指値として扱わないように指定できる。ユーザー指定の欠指値とシステム欠

損値!まCUTOFF指定に関係なく欠指値と見なされるQ

汀OULB　　　欠指値の上界と下界(upper and lower bounds)の推定を行なわない。デフォルトで

は初期布置を汁貫するために上界と下界の推定が行なわれる。

DIMENS(min°.max】)尺度解(scaling solution)の最小次元故と最大次元数を設定する。

デフ*ルトでは2次元の尺度解が計算される。最小数と最大数は2から6までの整数値で

あること。括弧の中に一つだけ整数値を指定してちょい。

DIRECTIONS(r)　　般化ユータIJッドモデルにおける主方向(principal direction)数をTに

設定する。このオブシヲンはMODEL=GEMSCAL以外では効果を持たない。主方向教は1か

ら　DIMENS　オプションで指定した次元数までのいずれか正の整数となる。デフォルトでは

方向数は次元数に等しく設定される。

TIESTORE(n)　　同順位処理に必要な吾己憶寄生(storage)をnに設定する。このオプションは

順位データにおける同順位処理に必要な紀tP.容立を指定するものである。デフォルトでは

nは1000か行列のセル数,いずれか少ない方に設定される。これで不十分な場合にはより

多くの容丑が必要であるというメ・yセージを出してALSCALfま終了する。

(8) PR川Tサブコマンド

〔書式】　PRINT= 【DATA】 〔肥ADER] 〔川TERMED】

績準以外の出力を指定するためにはPR川Tサブコマンドを利用する。

DATA　　　　人力データのプリント。

川TERMED　　尺度化プロセスにおける中間ステップの印刷。索データ,欠損値バターン,欠損値

の推定がなされたデータ.規準化されたデータや平均,推定された加算定数を持っ平方デ

ータ,各個人のスカラー積,など印刷される。

肥ADER　　　ヘッダーページのプリント。この指定をすると.以下に述べるその分析に於けるデ

ータ,モデル.出力.アルゴリズムそれぞれのオプションリストがプリントされる。

Data Options　　　行と列の致.行列の放.尺度のレベル,データ行列の形.データのタイ

プ(溝似性か非類似性か) ,同順位は同順位のままか,あるいは同順位でないよ

うにするか,条件性,データ打ち切り値,が含まれる。

Model Options　　指定したモデルタイプ(EUCLID. INDSCAL. ASCAL. 人INDS.G帥SCAD,次

元の最小値と最大任,負の重み付けが許されているか,が含まれる。

Output Options　　出力オブシ7ンにはプTJント出力がジョブオプション-ッダ(job opti

on header)とデータ行列を含むか否か,布匿と変換のプロットをしたか,出力

データセットを作ったか.初期刺激座臥初期列刺激嘩駄初期披験者重み付け・

初期刺激重み付けなどを計耳したか,が含まれる。

Algorithmic Options　最大反復回臥　収束基準.最大S-sTRESS値,上界と下界により欠損

値が推定されているか否か,順位データにおける同順位処理に割り当てられてい
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る吉己tt容量が含まれる。

(9) PLOTサブコマンド

〔書式]　PLOT=【 DEFAULT】 【 ALL J

多次元尺度解をプロットする。

DEFAULT　　標準ののプロットを行なう。別激変はのプロット.行列重み付けのプロット(MODEL

・川DSCAL. MODEL=AINDS. MODEL=GEMSCALの場合　MODELサブコマンド参照) .刺激重み

付けのプロット(MODEL-AINDS. MODEL=ASCALの場合).がある。さらにデフ*ルトでは

データとモデルの問の線型適合度のプロット,データのタイプによっては非線型適合度や

データ変換のプロ・yトも含まれる　ALSCAいまd幸(d-1)/2ページに刺激空間をプロットし,

要求された場合には披験者の各重み付け空間も同じスペースでプロットする。ここでdは

解に於ける次元数である。

ALL　　　　各行列に対する刺激空間のプロット。 PLOT=ALLを指定することにより各披験者のデ

ータ変換のプロ・yト(CONDITIO汀=MATRIXあるいは蝣T-タが名義尺度.順位尺度の場合).

各行(CO岬tTION=ROWの場合)に関するプロ・yト,重み付けモデルに関しては各披験者の

重み付け空間のプロ・yト,が得られる。このオプションでは,特にCONDITION=ROtfの場

合,出力が致千ページに及ぶこともある。

(1 0) OUTFILEサブコマンド

〔書式]　OUTFILE=handle名

handle名で指示したシステムファイルに,座標と重み付け行列を保存する。システムファイルは

TYPE.で名付けられた英数字(短い文字型)変数を持ち.各行の値の種類を示している。数字変数

DIMENSは次元の数を,数字変数MATNUMは各座標セットが対応する被験者(行列)を.また変数

DIMl.DIM2　DIMrはモデルのr次元に対応する変数を示している。分割ファイル(split-file)の

変数値もまたこのファイルに含まれる。

以下のリストは7種のALSCALのファイル出力である。各論別子(identifier)のはじめの3文字だ

けがシステムファイルの変数TYPE　に書き込まれる。例えば, co肝tGなら　CONになる。

CO肝IG SHAPE'SYMMETRICあるいは　SHAPE=ASYMMETRICに対する刺激布置座培

ROffCONF SHAPE=RECTANGULAR　に対する行列数布置座標

COLCONF SHAPE=RECTANGULAR　に対する列刺激布置座措

SUBJWGHT MODEL=川DSCAL.MODEL=A川DS, HODEL=GEMSCALに対する披験者(行列)重み付け

FLATWGHT MODEL*川DSCAL.MODEL朝川DS.MODEL=GEMSCALにおける平坦化被験者(行列)重ネ付

け(flattened subject(matrix) weights)

GE脚GHT MODEl'GEMSCALに於ける一般化重み付け

STIMWGHT MODEL-ASCAL. MODEL=A川DS　に於ける刺激重み付け

5.3　制限事項

l　次元数は最大6まで。

2　データに重み付けを行なうことはできない。

3　-課屠(a partition)で扱えるデータ数は32.767まで。
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5.4　コマンドの編成例

〔例1〕　ALSCAL VARIABLES　変数リスト

/川PUT = ROWS(8)

/SFAPE =　RECTANGULAR

/CONDITION　=　ROW

/LEVEL =　川TERVAK2)

/MODEL　=　EUCいD

この例では1行が1ケースに対応しており,行列が8行からなることを示している。

データ行列は矩形で行内でのデータ比較のみが意味を持つ。この場合は次数が2なので, l次と2

次の項を持つ多項式変換を意味している。モデルとしてはユークリッド距離モデルを採用している。

〔例2]　ALSCAL YARIABLES　変数リスト

/SHAPE = ASYMMETRIC

/LEVEL = ORD川AL

/MODEL = ASCAL

/FILE　= FはST CONFIG(FIXED) STI附GHT(川ITIAL)

この例では刺激座標が固定値として,刺激重み付けは純粋に初期値として読み込まれる。

〔例3]　ALSCAL YARIABLES =変数リスト

/SHAPE = RECTANGULAR

/INPUT = ROWS

/CONDITION = ROW

/FILE = OUTSET ROyCONF

上のコマンドではOUTSETが行刺激布置を含んでいることを示している。距虻行列77・イルは矩

形であり,各ケースはデータ行列一行に対応している。そして行列の行内での値の比較のみが意味

を持っている。

6　PROXIMI TI ES:路耗行列作成

PROXIMITIESはデータを距離行列.類似性データ行列,非類似性データ行列に変換するサブプロ

グラムである。ケース問,あるいは変数間の距雑則度をユークリッド距雑をはじめとする様々な尺

度に変換.茂準化できる。扱える原データは連続丑データ,度数データ, 2位データいずれでもよ

い。出力は一般的な行列の形の他, MDSで必要とされることが多い入力データの三角行列とするこ

とも可能である。出力結果はそのままCLUSTER, FACTOR, ALSCALの入力データとして用いることが

できる。特にさまざまなNDSプログラムと等価なアルゴリズムを実買できるALSCALの使用者には有

益なサブプログラムと思われる。

ij^H ^^^^^^H凹E*S

PROXIMITIES　変数リスト/MISSINGサブコマンド/

READサブコマンド/STANDARDIZEサブコマンド/

VIEWサブコ.?ンド/MEASUREサブコマンド/lDサブコマンド/

PR川Tサブコマンド/WRITEサブコマンド/
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OUTFILEサブコマンド

6.2　サブコマンド

(1)MISS川Gサブコマンド

〔書式]　MISSING*'川CLUDE)
{LISTWISEI

LISTWISEなら欠指値を持つケースを表単位に処理から除く(デフ*ルト) 。 INCLUDEだとユーザ

定義の欠損値を処理に含める。このオブシ3ンでは,システムの欠損値のみが表単位で除去される。

(2) READサブコマンド

〔古式〕　READ = 【SlMILAR】目玉迎迫旺・　日
(TRIANGULAR

(SUBDIAGONAL)

READサブコマンドは距だ行列作成のための行列の入力を指示するものである。類似性データ,罪

類似性データのラベルを与え.行列の形式を指定する。 SIMILAR指定で類似性データであることを

指示し, TRIANGULARは.入力行列が対角要素を含む下三角行列であることを,またSUBDIAGONAいま,

対角要素を含まない下三角行列であることを指示する　SQUAREはデフォルトで,人力行列は正方行

列と見なされる　TRIANGULAR行列は下三角行列であること。対角要素が含まれる。

(3) STANDARDIZEサブコマンド

〔書式J STANDARDIZE = [{VARIABlEI]【 L
r　=　HHH

(CASE　　}　ISD

RANGE

(MAX

はEAN

】I

 

I

 

I

 

I

 

I
(RESCAL引
(NONE

STANDARDIZEサブコマンドはデータの規準化方法を指定するものである。各変数ごとに演準化す

るか,各ケースごとに規準化を行なうかをはL:めに指定し,次に規準の仕方を指定する。デフ*ル

トでは変数ごとに平均O.標準偏差1のZ得点になるように頒準化を行なう。だたし, STAⅣDA宜DIZE

サブコマンド自体を指定していない場合には　NO陀がデフ*ルトになり.規準化は行なわれない。

デフ*ルト以外の規準化方法としては

SD　　　　揺準偏差が1になるように規準化を行なう。

RANGE　　　レンジが1になるように規準化を行なう。

MAX　　　最大値が1になるように規準化を行なう。

MEAN　　　平均が1になるように規準化を行なう。

RESCALE　データがOから1の範囲になるように規準化を行なう。

がある.いずれも割り算の処理がなされるので.もし0で割るような場合には注意が必要である。

0で割るということが生した場合には各方法により対処法が異なる。詳細はの英文マニ>7ルを参

照すること。

(4) VIEWサブコマンド

[書式】　vIEW=　{CASE
{VARIABLE}

VIEWサブコマンドは,ケース問の臣従を求めるのか,変数間の拒群を求めるのかを選択するため

のものである。省喝された場合にはケース問の距離(CASE)が選択される。
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(5) MEASUREサブコマンド

〔書式】　MEASURE =　目刺度目〔ABSOLUTE] 【REVERSE】 〔RESCALE】

MEASUREサブコマンドではどの測度を局いるか(測度) ,および出力データの変換を指定する。

変換方法次の3つがあり,並べた渦にしたがってデータは変換される。

ABSOLUTE　」群の絶対値を援用する。

REVERSE　　類似性を非類似性に,あるいはその逆に非類似性を類似性にする変換を行なう。

RESCALE　　　から1の範囲に臣駕の値を胃スケールする　RESCALEでは始めにデータから

最小値を引き.次にレンジで割ることで距離を規準化する.

連続重に対する測度

NONE

EUCLID

SEUCL D

CORRELATION

COSINE

CHEBYCHEY

BLOCS

M川KOWSKI (p)

距離測度の計貫を行なわない　READサブコマンドを用いて既存の距離行列を

入力するときにのみ使う。

ユークリッドPE焦。デフ*ルトである。

平方ユークIJッドBEだ(Squared Euclidean distarice)<

相関。

方向余弦(Cosine of vectors of values)。類似性の測度である。

チェビシェフの臣だ。

市街距黙。

ミンコフスキーのパワーfE離。

度数データに対する測度

C汀isq　　　　　つの度数の等しさに関するx2検定

pH2　　　　　度放問の≠2検定

2倍データに対する測度

オプションとして2つの整数値パラメーター, p(present)とnp(not present)が指定できる。も

し両方のパラメーターを指定すると始めの値を特性が存在している指接として,第2番目の値を

特性が無い指標として見なされる。それ以外の数値は崇筑される。

RR〔(p〔 np】)]

SM〔(p〔 np )

JACCARD〔(p〔 np】)】

DICE【(p【 np】)】

SSl[(p[ np])]

RT〔(p〔 np])]

SS2[(p[ np])]

Xl【(p〔 np】)〕

SS3[(p[ np])]

条件付き確率

K2【(p【 np】】

SS4【(p【 np】)】

HAMANN【(p【 np】)】

ラッセルとラオ(Russel and Rao )の類似性測度。

単純対応類似AtL度(Simple natching similarity measure)。

JACCARD類似性測度。

DICE(or Czekanoirski or Sorenson)類似性測度。

Sokal and Sneathの頬似性測度1 0

Rogers and Taninotoの類似性測度

Sokal and Sneathの類似性測度2。

Kulczynskiの類似性測度1 0

Sokal and Sneathの頬似性別皮3。

Xulczynskiの顛似性別度2 0

Sokal and Sneathの悪似性測度4。

Hamann類似性測度。

予測性測度(Predictability Measures)

LAMBDA〔(p【 np])]　グッドマンとクラスカルのラムダ測度;Goodman and Kruscal larabdao
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D【(p【.np】)】　　　AnderbergのDo

Y〔(p【.np】)】　　　yuleの結合(colligation) Y係数。

q〔(p【.叩】)】　　　YuleのQ 。

その他の2僅測度

残りの2値測度は連続変数に対しての2倍測度と等価な連関測度か,あるいはアイテム間の

関連に関する特殊な特性を持ったRIJ度である。

oCHIAI【(p【.np])] :Ochiaiの類似性測度。

ss5【(pLnp】)】　: Sokal and Sneathの類似性測度5。

pHl【(p【.np])]　　四分点柏関係数

BEUCLID【(p〔.np])] : 2僅ユークリッドfE群。

BSEUCLID【(pLnp】)】 : 2値平方ユークリッド距離

sIZE【(p【.np】)】　:サイズ萱測度。

PATTERN【(p〔.np】)】 :パターン蓋測度。

BSHAPE〔(pC.np])] : 2億形状王測度(Binary shape difference).

DISPER〔(p〔.np])]　散らばり類似性測度(Dispersion siロilarity measure)

vARIANCE〔(p〔.np])】 :分散非類似性副度(Variance dissimilarity measure).

BLWMN〔(pLnp】)】  : Lance-and-Villiarasのノンメトリック非類似度。 Bray-Curtis

ノンメトリック係数としても知られている非類似性測度である.

(6) IDサブコマンド

〔書式] ID一変数名

lDサブコマンドはケース識別用の文字型変数を指定するために用いられる。害朗Tl子(identifi-

er)として,ファイル中のどの文字型変数も指定できる　PROXIMITIESはこの変数の値によって,

出力におけるケースを識別する。省略時は,ケースナンバーだけでケースを識別する。

(7) PR川Tサブコマンド

〔書式]　PRINT={PROXIMITIESI
{NONE

常に計算される刺度名とケース教のプリントに加えて, PR川Tサブコマンドで距離行列のプリン

トを指定できる。PROXIM【TIES Tイテム問の距雑行列をプリントする(デフォルト) 。 NO陀距群

行列をプリントしない。

(8) WRITEサブコマンド

〔書式]　WRITE=PROXIMITIES

WRITEサブコマンドを用いて,計耳された距離行列を出力ファイルに保存できる。

く9) OUTFILEサブコマンド

〔書式]　OUTFILE-I JI
(handle)

計貫されたfE黙行列を出力するファイルを指定する　SPSS'システムファイル,あるいは実行フ

ァイルにセーブできる。パラメータになにも指定しないかアスタリスクを指定すると,距離行列と

分割77イル変数(spli卜file variables)を実行ファイルに書き出す。 ALSCALではこの新しい実

行ファイルを距離行列の人力として.直接に用いることができる。別のSPSS'システムファイルに

書き出すためには, OUTFILEサブコマンドでファイルを指定しなくてはならない。もし. YIEY
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・YARIABLE (YIEYサブコマンド参照)な.6ば,新たfi-ファイルの変数は元の変故の変改名とラベル

を持つことになる。また, YIEW=CASE(は準僅)ならば新たなファイルの萄放名はCASF1. CASE2.

.‥, CASEnとなる。ここでnは77・イルのケース放,あるいは分割されたファイル上のグループ

のケース数である。新たなファイルでは分割ファイル変数の変数名と値は無視される。

6.3　制限事項

1係数を計算するアイテム(ケースや変款)の放, ・ケース故が増大するに従い,必要紀提零立

は急激に増加する　PROXIMITはSは素データをメモリー内のカレント分割ファイル(current

splitイile group in memory)に蓄えている。距離行列を計耳する場合にはケースと下三角行

列を保存している　80Kバイトの作業領域では, 150のケースをわずかな変故を用いてしか距難

計算できないかもしれない。ケースや変数が多いときは,相当に大きい作業領域が必要である。

2　PROXIMITIESは係数を計算する際にケースに対する重み付けを無視する。

7　0U CK CLUSTER:クイック・クラスター

大謹慎な数のケースを指定したグループ敦に効率よくクラスター化するためにQUICK CLUSTER

を利用できる。 QUICK CLUSTERのアルゴlJズムではクラスター変数の値を基にクラスターの中心

(centers)を見出し,最も近いケースから中心に割り当てていく。 QU【CX CLUSTERは2. 0版から

利用できる。ケースをクラスター化した後で, QUICK CLUSTERでは最終クラスターの中心と各クラ

スターのケース散を印刷するO　またQUICK CLUSTERでは各ケースがどのクラスターに所属するか

(cluster membership)も表示する。引き続いての分析や報告のために,最終クラスター中心,各ケ

ースの分Bi.仮の(interim)分類クラスター中心からの距離を保存して置くことができる。

QUICK CLUSTERアルゴリズムのデフ*ルトである　NO川ITIALオプションを指定するとMcQueenの

k一平均クラスター法と等価なアルゴリズムになる。

7.1　一般書式

QUICK CLUSTERの書式は次のとおおりであるQ

QUICK CLUSTER　変致リスト【/MISSINGサブコマンド/

陀ADサブコマンド/INITIALサブコマンド/CRITERIAサブコマンド/

PR川Tサブコマンド/WRITEサブコマンド/SAVEサブコマンド]

変致リストのみ必須で,他にサブコマンドにより. 7つのオプションを好きな順に指定でき、る。

7.2　サブコマンド

(1) MISS川Gサブコマンド

〔書式]　MISSING=(LISTWISE
{PAI肘ISE
{DEFAULT

【川CLUDE】

欠損値を持つケースの扱いを変えることができる。

LISTWISE　　欠損値を持つケースを表単位に除く　DEFAULTを指定することでこのデフ*ルト処

理を明示できる。
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PAIRWISE　　欠指値を変数の組合せ単位(pairvise)に除く。

川CLUDE　　使用者定義の欠指値を計耳に含める。

(2) READサブコマンド

【書式】　READ=【INITIAL】

初期クラスター中心を行列入力ファイルから読み込むにはREADサブコマンドを用いる。オブシ

フンとしてはREADのすぐ後にキーワード　川mALを指定できる。らし.固定書式の行列入力を

行なう場合には, 5F16.5の書式で皆同じく書かれているものと見なされる。

(3) INITIALサブコマンド

[書式]　川ITIAL=数値のリスト

プログラム中で初期クラスター中心をセットするには　間TlALサブコマンドを用いることがで

きる。要求するクラスターの致だけ各クラスター変数についての値を与えなくてはならない。

[例]　QUICK CLUSTER A B C D

/CRITERIA = CLUSTERS)

/川ITIAL=(1324 1 8　7 12　5　9 10181716)

この例では. 4つのクラスター変数引旨定し, 3つのクラスターを要求しているので12の数値

を与えなくてはならない。初めの初期クラスター中心は変数Aについては1声, Bについては24,

CとDについてはそれぞれ1と8になる。

(4) CRITERIAサブコマンド

〔書式】　CRITERIA*【 CLUSTER ((2}) ] 【 NO川ITIAL 】 【 NOUPDATE 】
lkl

CRITERIAサブコマンドを用いて,クラスターの教やオブシ7ンの敦を指定できる。

CLUSTER(k)　クラスターの放。 kによ.?てケ-ス数が割り当てられるクラスター散を指定する。

デフォルトは2つのクラスターである。

IVO川ITIAL　　初期クラスター中心を選択しない。このキーワードでは初期中心として欠損僅な

しの初めのkケースを用いることを指定するものである。

NOUPDATE　　クラスター中心を更新しない。このオプションにより,迅速なクラスター化が可

能になる。しかし,結果はデフ*ルトによるものほど良いものではない。以前にクラスタI

化した結果を基にケースを分類するような場合にはこのオブシヲンが使える。

(5) PR川Tサブコマンド

[書式]　PE川T=【川ITIAL] 【CLUSTER】 【lDく変数名) 】

[DISTANCE】 【ANOVA】 【NONE】

印刷出力に対して以下の指定を行なう。

INITIAL　　　初期クラスター中心の印刷。デフォルトである。

tD(変数名)　ケースに対する同定変数(Identifying variable for cases)。ファイル上の変教

を識別子(identifier)として用いることもできる。 QUICK CLUSTERではこの変数の値を出力

に於けるケースをほ別するために用いる。デフォルトではケース番号をケースのn別に用い

る。

CLUSTER　　　クラスターの所属(Cluster membership)の印刷。

DISTANCE　　最終クラスター中心問の距離の印刷。
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ANOVA　　　各クラスター変敦に関する単一F検定の印刷。このF検定は単に記述的なもので

ある。クラスター問に蓋がないとする賭無仮説を検定するためのものとして結果の確率を解

釈すべきではない。ケースはクラスター化する変数について差が最大になるように組缶的に

クラスター化されているのである。

NO打E　　　　条件付きではない出力(Unconditional output),, S P S SXの2. 1版から利用で

きるようになった。分類と最クラスター中心,各クラスターのケース放,のみを印刷する。

他の指定は全て無視される。

(6)mnサブコマンド

〔書式〕　nnz 〔=F川AL】

wRITEサブコマンドを用いることにより.出力77イルに最終クラスターの中心行列を保存でき

る。オブシ7ンとしてWRITEの後に,キーワードFINALを指定することもできる。出力書式は

5F16.5となる。

(7) SAVEサブコマンド

〔書式〕　SAVE=【CLUSTER (変数名) 】 [DlSTANCEく変数名) 】

ケースのクラスター所属と分類クラスター中心から?距離を.新しい変数として実行ファイルに

保存する。

CLUSTER(変数名)　クラスター所属の保存。保存された変数は各ケースが所属するクラスタ-

を示す整数値になっている。値は1からクラスター致までである。

D!STANCE(変放名)　最も近い分類クラスター中心からの距群を保存するO

8　SURVIVAL:生存(義)分析

suRVIYAいま生存表(life table)の産乱　生存関数のプロット,サブグループの比較を行なうもの

である。グラフィック去畳や他のプログラムで使用できるように出力ファイルを作成できる。生存

分析は従属変数が初期事象(initial event)と終末事象(termination event)の問の時間間隔(time

interval)を表わしているときに有用である。このタイプの分析は医学研究で最も頻崇に行なわれ

る。病気の発見が初期事象であり,患者の死亡が終末事象である(従い,文字どおりの生存) 。結

婚から第一子誕生までの時間や同じ会社での採用年故のような他の事象を研究するのにも利用でき

る。中途打ち切り紋別値(Censored Observations) (終末事象が分析時点までに生じていないとか,

他の原因での死亡や連絡を取り続けられなくなったとかで研究から抜けてしまうことで生t3る)ち

欠損値としては扱わず,中途打ち切りではない規ATJ値の両方を生存時間の計算に利用する。生存得

点(Survival Score),筑計丑　D (statistic D)くD統計丑が大きいほど,サブグループは異なる

生存分布からのものである可能性が高い) , Dの有意水準.リストされた各変故について生存表

(life table),生存関数のプロットと特定のサブグループの比軌　を出力できる。また,他のプロ

グラムで利用できるように生存表をファイルに書き込むことができる0

8:1　事式

SURYIVAL TABLESサブコマンド/川TERYALSサブコマンド/

sTATUSサブコマンド〔/‥.〕

〔/pLOTSサブコマンド】〔/COMPAREサブコマンド】
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8.2　サブコマンドと書式

く1) TABLESサブコマンド

TABLES=変数リスト〔BY独立変款リスト　く最小値.最大値) -・】

〔BY　コントロール変数リスト(最小乱　最大値)・・・]

TABLESサブコマンドは.分析に含めたい生存変数とコントロール変数をリストするために使わ

れる。一次のコントロール変数と生存変数を区別するためにキーワードBYを用いる。次に買われ

る　8Yは一次のコント。-ル変故と二次のコントロール変数を区別するためのものである。 1つの

値のみを指定したければ最大値と最小値に同じ値を指定する。

〔例]　TABLES = ONSSURV. RECSURV BY TREATMNT (1.3) BY SEX(1.2)

各生存変数についてTREATMENT　と　SEXを組み合わせた生存真が,この場合は全部で1 6枚出来

る。

(2)川TERVALSサブコマンド

川TERVALS=THRU n BY′a 〔. THRU n BY b- 】

川TERVALSサブコマンドは調べる期間を決定し,分析に於ける時間をいかにグループ化するかを

決めるためのものである。

〔例〕　TABLES = ONSSURY, RECSURY BY TREATMNT (1.3) /

川TERVALS　= THRU 240 BY 12 /

この例では20年間を1年間隔でグループ化し,分析している。はじめ時間問如ま0-1 2カ月

である。二番巨は12-24カ月,以下同様になる。 >　はL'めの時間間隔は常に0から始まる。

最後の時間間隔,上の例では240である,は自動的に作られ,決められた範囲を越える観測値を

すべて含む。キーワードBYの後の指定するグループ化の増加は剥定された生存変数に対する相対

的な単位である。胃べる期間はTHRU　と　BY　を操り返すことで長さが違う期間に分けることもでき

る。もし, BYの後の数値で期間が割り切れないときには最終期間がBYの債分になるように加え

て調整する(BYの値がもう一つ掛けられているものとする) 。 V "

(3) STATUSサブコマンド

〔書式〕　STATUS　状態変数(最小値,最大値}　FOR　{ALL
t数値　　　　I　　(生存変致リストI

TABLESサブコマンドによりリストした生存変数それぞれについて生存状腰を示す変数を与えなく

てはならない。これら状態変数のコードは終末事象が生したケースと研究時点まで生存しているケ

ース,あるいはなんらかの理由で抜け落ちたケースを区別するものである　STATUSサブコマンド

では状.tE変数の値の範囲を括弧にくくって示し,その後にキーワードFOR　と2つ以上の生存変数

名を指定する。値の範囲は終末事象が生じたことを示すコードを認識するためのものである。

[例]　TABLES=ONSSURV BY TREATMNT (1.3) /

川TERYALS=TFRU　50　BY　5. TERU 100 BY 10

STATUS=OUTCOME (3,4) FOR ONSSURV

この例では, OUTCOMEの3あるいは4のコードが生存変致ONSSURY　に終末事象が生したことを

示している。らし, OUTCOMEのコードが-l~生存, '2　研究から脱落, `3"無関係の原因で死亡,

'4p病気による死亡.ならは.原因がなんであれ死んだ患者はすべて終末事象に至ったと見なさ

れる。任の範囲にコードが当てはまらないu別荘はすべて中途打ち切りケースと分頬される。
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(4) PLOTSサブコマンド

【書式コ　PLOTS　=　{ALL ALL BY ALL
IIOGSURY I　(生存変致リスト1　(独立変数リスト)
{SURYIYALl
はAZARD　　　　　　　　　　…　BY ALL

{DENSITY　　　　　　　　　　　　　コントロール変放l

生存表に加え, SURVIVALでは3つの生存開放をプロットできる。 PLOTSサブコマンドではそのあ

とに求めるプロットに応L:て5つのキーワードの一つを指定する。デブ*ルトでは要求された各関

数は各生存変数についてプロットされるO一次のコジトロール変数の個々の値はプロ・,ト上ではコ

ードによって示される。もし,二次のコントロール変数が使われた場合には二次のコントロール変

数の各値について別々なプロットが出力される。 TABLES　サブコマンドに指定された変数のみがリ

ストでき,生存変致,一次コントロール変数,二次のコントロール変数それぞれの役割は変更でき

ない。変数のグループを指定する際にTO　を用いることができる。

(5) COMPAREサブコマンド

[書式]　COMPARE =　{　　ALL I BY ALL
t生存変数リストI t独立変数リストI

‥. BY ALL

tコントロール変数リストI

コントロール変数によって定義されたサブグループ問の生存を比較するためには."COMPAREサ

ブコマンドを用いるO変数を指定せずにCOMPAREを指定すると',"TABLES変数リストを使った

デフォルトの比較セットが出力される。比較が可鰭に'なるためには最低一つの生存変数と一つの一

次コントロール変数が必要である。

8.3　オプション

1欠損値を計算に含める。利用者定義の欠損値が分析に含まれる。

2　欠損債を表単位(listwise)に除く。

3　比較のみを行なう。 TABLESサブコマンドで指定した生存表は計算されず,プロIyトの要求も

無抗される。

4　生存表の印刷の省喝。プロットと比較結果のみの出力。

5　メモリーが不十分なときには近似比較を計算する0

5　近似比較のみを行なう。

T　対単位の比較の実行。

8　生存表データレコードの書き出し。全ての生存表統計立がファイルに書き出される。

9　生存表データとラベルレコードの書き出し。変数名,変数ラベル,放任ラベルが生存表統計

丑と共に書き出される。

ファイルへの書き出しにあたってはオプション8と9を用いるが5種類の書式が決められている。

詳細は英文マニュアル参照のこと。

」KK|屈L2」

・1生存変数の最大故は20

2　一次と二次のコントロール変放リスト上の変数はあわせて100まで

3 INTERVALS　サブコマンドに指定できる　THRU BY　の最大故は20まで
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4　プロットできる値の故は35まで

g NONPAR CORR:順位柏関係数

NONPAR CORRは2つの順位絹関係数.スビアマンのp(rho)とケンドールのT-b(tau-b)を計算

し.有意水準を求めるプログラムである。デフ*ルトではスビアマンの順位相関係数が出力される。

ケンドールの順6日目関係数のみを出力させることも,両方の順位柏関係数を_出力さlせることも可能

である。有意水準に関するデフ*ルトでは各係故の有意水準は片側検定を基にしている。オブシ7

ンで両刺検定によって計耳された有意水準を要求することもできる。

9.1一般書式

NONPAR CORR　　変数リスト　WITH　変数リスト【/変数リスト　〕

一般書式は上記のとおりで, NONPAR CORR　の後に順位相関を求める変数のリストを続ける。いく

つかの変数リストをスラッシュで区切って複数の順位相関序数を求めることもできるし,キーワー

ド　WITHを用いて,ある変数セットとある変数セットの順位相関孫数を求めることもできる。変数

リストの指定の仕方により,下三角行列,あるいは正方行列のいずれかをプリントすることができ

る。いずれのプリントの指定においても連続する変数にはキーワードTOを用いることができる。

変数は数値型でなくてはならない。変数リストで単に変数を並べただけの場合にはリスト上の各変

数と他の全ての変数との順位相関孫数を下三角行列の形で印刷する。変数それ自身との相関(対角

成分) ,及び重複する上三角行列の要素はプリントされない。

9.2　オプション

1ユーザーの指定した欠指値を計算に含める。

2　欠損値を表単位に削除する。

3　両側検定による有意水準を計貫する。順位相関係数の後に示されるアスタリスク"I"が有意

水準を示すo "辛"ではO.01%以下の水準を, " ‡幸"ではO.0.01%水準以下の有意性を示す0

4　行列をファイルに書き出す。ケンドールかスビアマンの順位柑関係乳　あるいはその両方と

各順位相関係数を計算するのに用いられたケース散を書き出す。変数TJストは単に変鼓を並

べたものであること　OriTEは使えない) 。オブシ才ン4を指定した場合にはFILE甘州DLE

コマンドと　PROCEDURE OUTPUT　コマンドによって出力するファイルを指定しなくてはなら枚

い。

5　ケンドールのT-b。ケンドールの順位相関のみが求められる。

5　ケンドールとスビアマンの順位相関係数。両順位相関孫致が求められ

7　無作為抽出。もし,ケースを保存するスペースが無い場合,無作為にケースを出力する。

8　ケース故と有意水準の印刷を省喝する。

9　連続フ*-マ・yトを指定する。行列のはじめの行から順に連続巳列の形式で相関係数をプIJ

ントしていく。 1ページに6列分の順位相関係放,計耳された変数名がプリントされる。

9.3　制限事項

1変数リス・トの故は25まで

2　-度のNONPAR CORRで処理できる変数の敦は100まで
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9・4　コマンド絹戒の例

〔列l〕 (下三角行列の形で出力する場合)

NOSPAR CORE PRESTIGE SPPRES PAPIはS16　DEGREE RADEG MADEG

正方行列を出力するには2つの変数JJストをキーワードYfT汀で区切らなくてはならない。その

場合,はL:めの変数リストと2番目の変改tJストの相関行列が正方行列の形で出力される。

〔列2] (正方行列の形で出力する場合)

㌫0㌫PAR CORR PRESTIGE SPPRES PAPRES16　KITH DEGREE RADEG MADEG

この刑では9つの順位相関係数が出力される。削TEの前にリストされた変数は列に,後の変数

は行に表示される。両変数リストに同じ変故が買われない限り,相関が1になるものは現われない。

もし,他の分析手続きやプログラムで用いるために相関行列を書き出す場合にはWITHを用L.tては

ならない。

10　RELIABI LI TY:信頼性解析
fiELIABILITYは一般に利用される信靖性係数を計芳し,加算尺度の成分に関して項目分析を行な

うものであるo項目平均,援準偏差,項目間共分散行列と項目間軍関行列(inter-item correla-

tion matrices),尺度平均,項目間相関(itera-to-item correlations),などを含めた基本統計丑

の概要が印刷される。操り返し要因がある分散分析(repeated measures design analysis of

variance),各セルに観測値が一つの場合の二元だ置分散分析(two-way factorial analysis of

variance vith one observation per cell),加算性に関する　Tukeyの検定.繰り返しのある実験

計画に於いて平均の蓋を検定する　Hote11ingのT2検定,順位データに対する　Friedmanの二元配

置分散分析を行なうこともできる。データをケースとしても,相関行列,共分散行列の形としてで

も入力できる。下三角行列やベクトルとして入力された行列を含め,様々な形式で行列を読み込む

ことができるo更に多様な形式で行列を書き出すこともできる。

10.1　一般事式

拭いABILITY VARIABLESサブコマンド/SCALEサブコマンド

〔/FORMATサブコマンド/MODELサブコマンド】 〔/.‥】

上冨己のように,コマンドRELIABILITYの後にサブコマンドを並べる。 VARIABLESとSCALEサブコマ

ンドは必須である。スラッシュで区切って複数の分析を一度に行なうこともできる。

10.2　サブコマンド

(1) VARIABLESサブコマンド

【書式]　YARIABLES=変数リスト

分折に使用する全変数を上げる。

(2) SCALEサブコマンド

〔書式]　SCALE(尺度名) ;変数リスト

SCALEサブコマンドはテストされる尺度を指定するためのものである。 SCALEサブコマンドでは

括弧内に任意の尺度名.その後に尺度を構成する変故のセットを書く。尺度名は表示上で分析を明

示するためのものである。尺度名は最大8文字でAからZまでの文字と0から9までの放字から成
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っていなくてはならない。 SCALEサブコマンドで指定する変数は全て前もってVARIABLESサブコ

マンドで指定されている必要がある　SCALE　サブコマン・ドでは併合う変故のセットに対してキーワ

ードTOを局いることができる。変数の順序はVARIABLESサブコマンドで並べた変故の順序に従

う　VARIABLES　サブコマンド上に挙げた変放全てを指定する場合にはキーワードALL　を用いるこ

ともできる。

(3) FORMATサブコマンド

〔書式]　FORMAT={INPUT}(日4　日/【( 5　日目
{OUTPUT}　　n　　　{　c I

RELIABILITYではは準の人力書式で行列の読み込み書き込みができる。その場合ケース故とは準

偏差は8F10.4,相関行列は8F10.7,平均ベクトルは5D16.9,共分散行列の書式は4D20.13で入力さ

れる。行列が自由領域書式の場合にはこれらの書式は適月されない。幾つか他の書式を利用するこ

ともできる。その場合にはFORMATサブコマンドを用いる。キーワード　川PUTにより行列の読み

込みに際して別な書式を指定でき.キーワードOUTPUTにより行列の書き出しをコントロールでき

る。キーワード　川PUTあるいはOUTPUTの後に続く括弧内は書式の選択番号でスラッシュで区切

る。最初の書式番号は平均についての書式(もし,相関行列が人力,あるいは出力されている場合

には按準偏差に当たる)を指示している。 2番目の書式番号は相関行列,あるいは共分散行列につ

いての書式を指示している。各書式番号は特定の書式に対応している0 5つの書式が利用できる。

詳しくは英文マニュアル参照のこと。

(4) MODELサブコマンド

〔書式]　MODEL=(ALPHA
[SPLIT [(

GUTTMAN

u q　　=

_
~
1
一

1
H
r
n
H
u

n

{PARALLEL

{STRICTPARALLEU

MODELサブコマンドにより信頼性分析のタイプを指定する。キーワードMODELにつづいて以下に

挙げるキーワードの内の一つを指定する。

ALPHA Cronbachのaと標準化項目a (standardized item a),

SPLIT(n)　　　折半信頼性係数(Split-half coefficients)0 nを指定せずにSPL【Tを指定す

ると　SCALEサブコマンドで挙げてある順序で顎日は半分に分けられる。はじめに挙げて

あるn/2個の項目と後は残りの項目である。らし尺度が奇数の教の変数から成っている

場合にははじめの部分が多い項目数となる　GUTTMAN其の信頼性係数に対するガットマン

の下限推定値(Guttman'slover bounds for true reliability),

PARALLEL　　　平行性の仮定の基での信額性係数の最尤推定値。

STRICTPARALLEL強平行性の仮定の基での信塀性係数の最尤推定値。

10.3　オプション

1欠指値を計貫に含めるO

3　変数ラベルの省時

4　正方共分散行列の琵み込み。

5　正方相関行列とその後にくる援準偏差ベクトルの読み込み。

5　三角相関行列あるいは三角共分散行列の読み込み。

7　行列の前に平均ベクトルがくる場合の琵み込み。
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8　三貴共分散行列の書き出し。

9　VARIABLESサブコマンドで指定された変数順序ではなくSPSS*変数定義情報(SPSS* variable

dictionary)を正方行列の情胃指撮(index)とする。このオプションはデータが三角行列や単一

ベクトルとして読み込まれる場合には用いることができない。

10行列が書き出された後.計算を行tlわない。全ての尺度は無視(bypassed)される。

11平均の書き出し。

12単一ベクトルとしてフォーマットされた三角行列の琵み込み。

13単一ベクトルとしてフ*-マ・yトされた共分散行列の書き出し。

14解法2を選択する。計貫には共分散行列を局いる。以下のいずれかを望む場合に指定するこ

とになる。

1)尺度上に分散が0の項目が生L:た場合それを除く。

この処軍引まa係数, Tukeyの検定くSTATISTICS ll) ,分散分析(STATISTICS ll)の結果に影

響を与えるO

2)空相関係数の2東。

これらは解法2が用いられた時には全項目統計量(STATISTICS 9)に含まれるが,解法1が用

いられた時には含まれない0

3)標準化項目a(standardized item a),

IS Friedmanのx-'統計丑と　Kendallの一致係数。

16　Cochran　のQ

17行列の後にケース数がくる場合。

10.4　追加統計

STATISTICS　コマンドにより以下の追加統計を印刷できる。

1項目平均と標準偏差

2　項目間分散共分散行列

3　項目間棺碗

4　尺度平均と分散

5　項目平均に関する統計量の託要。項目平均の平均(the average item mean over the number

of items),項目平均の分散,項目平均の最大値と最小値,項目平均の範囲(レンジ) ,項目

平均の最小値に対する最大値の比(最大値/最小値) 0

5　項目分散に関する統計量の概要。この統計丑の出力はSTATISTICS 5によるものと同一の形式

になるが,項目平均ではなく項目分散を基に計算が行なわれる。

7　項目間共分散に関する統計丑の故買。この出力形式はSTATISTICS 5, STATISTICS 6のものと

'同じであるが共分散について計算が行なわれる。

8　項E問相関に関する統計量の缶要。この出力形式はSTATISTICS 5, 6, 7に同じであるが計算

は相関を基に行なわれる。

9　項目に関する全統計丑(iten total statistics),この中には各項目と項目セットの問の関操

を扱っている5つの統計立が含まれる。各項目に関して以下のものが計耳される。

1)項目が除かれたときの尺度平均。これは尺度から特定の項目が除かれたときの尺度得点の

平均である。
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・2)項目が除かれたときの尺度分散。これは尺度から特定の項目が除かれたときの尺度得点の

分散である。

3)佳正化項目尺反間相関(Corrected item total correlations).これは特定の項目が尺度か

ら除かれたときの.その項目と(それ以外の項目セットからなる)尺度得点の問の柏関係

数である。

4)重柑関係数の2桑。各項目について尺度を絹成する操りの項目セットによりE]帰させ.重

柑関係数の2桑を計耳する(これは解法1が用いられた場合には計算されない。

5)項目が除かれた場合のa係数O各項目について尺度を構成する他の項目だけによる

Cronbachのaが計貫される。

10　分散分析表

ll Tukeyの加算性に関する検定

12　Hote11ingのT2

10.5　制限事項

1 VARIABLES　サブコマンドの最大数は1 0まで0

2　SCALEサブコマンドの最大数は50まで。

3　VARIABLESサブコマンドで挙げられている変数を全て合計した数の最大数は50 0まで。同

じ変数であっても繰り返し挙げられてあれば数に入り, 500までの制限に従う。

4　SCALEサブコマンドで指定できる変数の最大数は500まで0

5　SCALEサブコマンドで挙げられている変数を全て合計した散の最大数は1000　まで。同

じ変数であっても繰り返し挙げられてあれば故に入り, 1000までの　制限に従う。

5　複数のVARIABLESサブコマンドを処理するに十分な作業容量が悪い場合には,割当てられ

た作業容量が十分になるまで後ろから　VARIABLESサブコマンドが除かれることになる。

10.6　コマンドの編成例

〔例1]　RELIABILITY FORMAT =OUTPUT (1/2) /

VARIABLES = Qi TO Q25 /

SCALE (TESTS) = ALL

OPTIONS　　8 10 ll

最初の書式番号は平均についての書式(もし,相関行列が人力,あるいは出力されている場合に

は標準偏差に当たる)を指示している。 2番目の書式番号は相関行列,あるいは共分散行列につい

ての書式を指示している。各書式番号は特定の書式に対応している。 5つの書式が利用できる。も

し,標準の書式の一つだけを按正したいとか,接準の書式の両方は使わないという場合には対応す

る番号を省噂できる。但し,スラッシュは必要である。

〔列2】

RELIABILITY VARIABLES = VARi TO VARIO /

SCALE (VERBAL) = YARI YAR3 VAR5 VAR7 VAR9 /

SCALE -(MATH) = YAR2　VAR4　YAR6　YAR8　YARIO

この例ではVARIABLESサブコマンドで計算される行列を使って2つの分析を指定している。欠

損データがある場合には.このように分析を指定することは2つのVARIABLESサブコマンドを用
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いた場合と異なる結果になることがある。

【列3〕

RELIABILITY VARIABLES　=　VARI VAR3　VAR5　YAR7　VAR9 /

SCALE (VERBAL) = VARI TO VAR9 /

VARIABLES　=　VAR2　VAR4　YAR6　YAR8　VARIO /

SCALE (MATH) = VAR2 TO VARIO

この場合では.はL:めの　VARIABLESサブコマンドで　YARl.YAR3.YAR5.YAR7.VAR9　に関してのみ

欠指値が表単位に除かれる。作られる共分散行列一はその他の変数の欠指値に影響されない。第2の

vARIABLESサブコマンドはYAR2.VAR4.YAR6.YAR8.VARIOのみを用いた新たな行列を作り出すO

〔例4〕

RELIABILITY VARIABLES = YARI YAR2　YAR3　VAR4　YAR5 /

SCALE (RATING) = YARI TO YAR5 /

MODEL　=・　SPLIT

この場合,折半法による信頼性係数分析が行なわれる。

〔列5】

FILE HANDLE TESTSCOR / file specifications

GET FILE　=　TESTSCOR

FILE HANDLE RELMAT / file specifications

PROCEDURE OUTPUT OUTFILE　=　RELMAT

RELIABILITY VARIABLES　=　QI TO QZ5 /

SCALE (TESTS) = ALL

OPTIONS　　8 10 ll

この例はRELMAT　というフ7イルに共分散行列と平均を書き出す場合を示している。

ll PEARSON CORR:ピアソン相関係数

pEARSON CORRは,ピアソン積率相関係数をその有意水準とともに算出する。また,オプションと

して,尊変重の筑計や共分散なども算出する。

ll.1一般書式

PEARSON CORR　　変数リスト【WITH　変放リスト】 /変数リスト‥.】

pEARSON CORRの実行のためには,変数リストを指定する必要がある。変数リストの指定の方法に

は,以下の2種類がある。第1の方法は単一リストによる指示で,リスト上にある全変数相互間の

相関行列が貫出される。第2の方法は, WITHを用いるリストによる指示で,キーワードYIT汀で結び

っけられた前のリストと後のリストの変数がひとつずつ組み合わされる。他の手続やプログラムで

相関行列を書き出す捺には, WITHtこよる書式を用いることはできない。なお.ひとつの指示リスト

が終ると,その後にスラッシュ〔/〕をおいて次のリストを必要なだけ続けることができるo

〔例]　PEARSON CORR XI TO XIO/

AI TO A5　fITR A6　TO A9
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ll.2　オプション

OPTIONSコマンドにより.欠損値の処乳　出力.形式,有意水準の検定法などを,指定でき

る。このサブプログラムの標準の欠損値処理方式は.ペア単位の除去である。この方法では,ペア

を構成するどちら-かに欠指値のあるケースは,そのペアに限り計貫から排除される。もし次のオブ

シフンlまたは2を選択しないと,この方式が採用される。以下オブシ7ン番号毎に簡単に説明す

る。

1欠損値定義を無視して,欠損値としてあらかしめ定義している値も含めて計算を行なう。

2　リスト単位で欠損値を除去して計耳する。この方式によると.変数リストにある変数のどれ

かひとつにでも欠指値がみつかると,そのケースはそのリストに基づく会計貫から排除され

る。

3　有意性の両側検定を行なう。デフ*-ルトでは.片側検定を行なう。

4　計算に用いたケース致とともに,相関行列をファイルに書き出す。その際, PROCEDURE

OuTPUTコマンドを用いる必要がある。

5　ケース故と有意水準の印刷を省喝するO

除される。

5　相関行列の右上半分のみを追込み式で印刷する。標準処理では,行列形式で印刷する。

T　計算に用いたケース教を書き出さず,相関行列のみをファイルに書き出す。その際.

PROCEDURE OUTPUTコマンドを用いる必要がある。

ll.3　追加続計

相関孫致,ケース故,有意水準は自動的に出力されるが.このほかSTATISTI CSコマン

ドを通して,次の統計を追加出力できる。

1各変敦の平均,標準偏差,欠損債を除いたケース敦O

2　相関孫故を求める変数のペア毎の,腐蓋の琶和と共分散。

ll.4　制限事項

1指定できる変数リストの最大数は40である。

2　変数の総数は500までである。

3　要尭(individual element)の数は2 5 0までである。

12　PARTIAL CORR:偏相関係数

PARTIAL COERは,種々のオーダーの偏相関係数を計算する。プログラムへの人力は素データでも

よいし,相関行列でもよい。この相関行列は, PEARSON CORR, REGRESSION, DISCRIM川A打T.

FACTORの出力でもよい。

12.1　一般宰式

PARTIAL CORR　　変数リスト【WITH　変数リスト】

BY　コントロールリスト(オーダー値) 【/...】

変数リストを指定する必要がある。変数fJストは,次の3部分からなる。第1は相関リストで.
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ひとつ、または複数の変数のベアを指定する。第2は相関リストの変故を統制するための変故を指示

するコントロールリストであるO最後の第3は.相関リストとコントロールリストから生じる偏相

関の次款を示すオーダー値である。これらの変数リストの指定がすむと,その後にスラッシュ[/〕

をおいて次のリストを続けることができる。

〔例]　PARTIAL CORR AI TO AIO BY XI(1)/

BI TO BIO BY X2.X3(2)

(1)相関リスト

相関リストは,コントロールリストに罵れる変数によって玩剖されるゼロオーダーの単純相関の

ための変数ベアを指定するリストである。この単純相関の計耳は, PEARSON CORRと同じ作業であっ

て.このリストの桟能と書式はPEARSON CORRのそれと等しい。すなわち.その書式には.単一リス

トによる形式とWITHをもちいるリストによる形式とがある。

(2)コントロールリスト

相関リストの最後の変数名の直後に.キーワードBYをおき, BYに続けてコントロールリストを指

定する。このリストは,相関リスト上の変数が組むペアを統制する変数の単なるリストにすぎず,

統制変数がいかに変数ベアを統制するかは,次のオーダー値によって決まる。

(3)オーダー値

オーダー値は正の笠数値で,コントロールリストにおける最後の変数の後に,かっこで包んでお

く。この数値は,偏相関のオーダーを示す。

〔例　　　PARTIAL CORR A1 WITH A2 BY Xl.X2U)

この例では. XlとXZをそれぞれ単独で読糾したAlとA2の問の2個の第1オーダー偏柑関係数が算出

される。

〔例　　　PARTIAL CORR AI WITE A2 BY Xl.X2C2)

この例では, XlとX2を同時に統制したAlとA2の問の1個の第2オーダー偏相関係数が耳出されるo

〔例　　　PARTlAL CORR AI WITH A2 BY Xl.X2U.2)

この例では.上吉己の2種類の偏相関係数がともに算出される。

前述XlとX2をそれぞれ単独で統制したAlとAZの問の2個の第1オーダー偏柑関係数が算出される0

12.2　オプション

OpTIONSコマンドにより,欠指値の処乳　出力形式.有意水準の検定法などを,指定できる。欠

指値の様準処理方式は,リスト単位の除去である。もし次のオプション1または2を選択しないと,

この方式が採用される。以下オプション番号毎に簡単に説明する。

1欠指値定義を無視して,欠損値としてあらかじめ定義している値も含めて計昇を行なう。

2　ペ7単位で欠指値を除去して計算する。この方式によると,ペアを構成するどちらかに欠指

値のあるケースは.そのベアに限り計算から排除される。

3　有意性の両側検定を行なう。デフ*-ルトでは.片側検定を行なう。

4　相関行列データを入力する。この場合, NUMERICコマンドで変故を定義し, FILE HANDLEや

INPUT MATRIXコマンドでファイルの定義をする必要がある。

5　リスト上の全変鼓間の相関行列とケース故のファイルへの出力を行なう。この場合, FILE

HANDLEやPROCEDURE OUTPUTコマンドでフ7イルの定義をする必要がある。
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6　相関行列にPARTIAL CORRで用いるより多くの変数が含まれている場合,オプション4に加え

てこのオプションを局い,行列を指示する。

了　自由度と有意水準を省喝して印刷する。

8　相関行列の右上半分のみを追込み式で印刷する。デフ*-ルトでは,行列形式で印刷する0

12.3　追加統計

偏相関孫致.ケース敦,有意水準は自動的に出力されるが,このほかSTATI STI CSコマ

ンドを通して,次の統計を追加出力できる。

1偏相関の計算に用いた単純相関佐故とその自由度および有意水準

2　各変数の平均,措準偏差,欠損価を除いたケース致。

3　単純相関を計算できない変数の組合せがひとつでもあらわれると,ペリオド(. )を与え,

相関係数を出力する。

12.4　制限事項

1指定できる変数リストの最大数は25である。

2　変数の総数は400までである。

3　統制変数の最大数は100までである。
●

4　各rJストの偏相関のオーダーは5桂冠までである。オーダー値の最大は100までである。

13　REGRESSION:重回帰分析

REGRESSIONは,ひとつの従属変数と複数の独立変数との関係を分析する重回猪分析を行ない,そ

れに関連する統計やプロットを算出する。

13.1　一般書式

REGRESStON 【READサブコマンド]【/WIDTHサブコマンド】

【/sELECTサブコマンド】〔/M【SS川Gサブコマンド

【/DESCRIPTIVESサブコマンド】【/WRITEサブコマンド】

/VARIABLESサブコマンド

【/(NOORIGIN.ORIG川サブコマンド1【/METHODサブコマンド】

【/RESIDUALSサブコマーンド]【/CASEWISEサ7'コマンド

〔/SCATTERPLOTサブコマンド】【/PARTIALPLOTサブコマンド]

【/sAVEサブコマンド】

13.2　サブコマンド

13.2.1必要最小限のサブコマンド

(1) VARIABLESサブコマンド

〔書式〕　　yARIABLES=変数IJストI
{(COLLECT)

{ALL
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分析で局いる変数を指定する。

ALL　　　　実行ファイルにあるすべての変数を計貫の対象に含める。

(COLLECT) DEPENDENTサブコマンドとMETHODサブコマンドで指定したすべての変数を計貫の対象

に含める。

〔例]　REGRESSION VARIABLES=(COLLECT)/

DEPENDENT=SAY川GS/

METはOD=ENTER POP15　POP75　川COME GROWTE/

(2) DEPENDENTサブコマンド

〔書式　　　DEPENDENT'変数リスト

従属変敦を指定する。ひとつのREGRESSIONコマンドに.複数のDEPENDENTサブコマンドを与えても

an

〔例】　REGRESSION YARIABLES=XI TO X5 YI TOY3/

D.EPENDENT=YI TO Y2/

STEPWISE/

DEPENDENTサY3/ENTER

(3) MET汀ODサブコマンド

〔書式】

〔METHOD'】 (STEPWISE

(FORWARD

(BACKWARD

(ENTER

(REMOVE

{TEST(変 致

ー

ト

ス

〓
ノ

y
y
y
y
y
j
n

k
k
k
i
<
k
'
蝣
.

>
3
2
>
>
^

蔓
M
M

〔.‥】〔/.‥】

変数選択の方法を指定する。以下の6種類の選択法を指定できるが, METHOD'というキーワード

自体は省時してもよい。また, METHODサブコマンドは,ひとつの回猪方程式に複数与えることも

できる。なお,回掃方程式作成のためにREMOYはたはTESTを指定した場合,あるいはVARlABLES=

(COLLECT)を指定した場合は, METHODサブコマンド上に必ず変数TJストを与えなけばならないo

FORWARD　前進的投入法。有意環率水準に達するまで回措方程式に変数をひとつずつ加えてゆく

方法である。

BAC【fARD　後退的除去法。独立変数全部を含めた回帰分析を行ない,それから変数を有意確率水

準に達するまでひとつずつ除去してゆく方法である。

STEPtflSE　ステ・yプワイズ選択法。有意確率水準に達するまで後退的除去と前進的投入とを交互

ENTER

REMOVE

TEST

に逐次的に繰返す方法である。

強制的投入法。減少トレランスの順に変数をひとつずつ加えてゆく方法である。 EN

TERに変数リストを添えない場合,トレランス基準に合格したすべての変故が投入

される。

登別的除去。指定した変故を回錯方程式から除去する。

独立変数サブセIyトの検定。モデルから指定した独立変数のサブセットを除去したこ

とによるR2の変化債の有意性検定を行なう。指定の臥　各サブセットを括弧でくく

っておく必要がある。
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〔例〕　REGRESSION YARIABLES'XI TO X5 Y/

DEPENDENT=Y/

STEPWISE/ENTER

13.2.2　方程式のコントロールのためのサブコマンド

vARIABLESサブコマンドとDEPENDENTサブコマンドとの問に以下の3つのサブコマンドを付加的に

与えることができる。

(1) CRITERIAサブコマンド

〔書式】　CRITERIA'【DEFAULTS]

【TOLERANCE* (0. Oil)】

(価)

〔MAXSTEPS(n)】

【p川({0.05})]【POUT(川.10))】
(僅I t値　l

〔F川((3.84})】〔FOUTU2.71})
(値I t庄1

回措方程式作成のための続汁的基準をコントロールするサブコマンドである。 CRITERIAサブコマ

ンドを指定しない場合, DEFAULTSを指定したのと同u?こなり,標準値が援用される。

p川　　F-to-enterのための有意水準O　その変数が新たに追加されることによ.I?て寄与率が有意

に改良されるかどうかの検定統計丑Fの有意水準を指定する。揺準値は0.05である。

pouT F-to-removeのための有意水準。その変数の寄与率がある新しい変数の追加後に下がった

場合,その変数が構成から除外されるための検定統計重Fの有意水準を指定する。標準値

は0.10であるo

FIN F-to-enterの合格水準で, Fの絶対値を括弧内に指定する。標準値は3.84である。

FOUT F-to-removeの合格水準で. Fの絶対値を括弧内に指定する。標準値は2.71である。

TOLERANCE　トレランス。標準値は, 0. 01である。

MAXSTEPS　反復計算の打切り上限回数。標準値は,変数選択法がSTEPWISEの際が独立変数の数

の2倍で, FORWARDまたはBACKWARDの際がPIN, POUT,またはFIN, FOUTの基準に合格

した変数の散である。

【例〕　REGRESSION YAR=XI TO XS Y/

CRITERIA=PIN(. 19) TOL(.OOOl)/ DEPサY/ FORWARD/

CRITERIA=DEFAULTS/ DEP=Y/ FORWARD

(2) STATISTICSサブコマンド

〔書式】　STATISTlCS=【DEFAULTS*] 【R】 【COEF】 【ANOVA】

[OUTS] 〔ZPP】 【LABEL】 【CHA】 〔Cl] 【F】

【BCOY】 【SES] 【LINE】 【HISTORY】 【XTX】

【CONDJ 【END】 【TOL】 【ALL]】

回措方程式や独立変数の統計の結果の印刷出力をコントロールする。このサブコマンドは　DEP

ENDENTサブコマンドに先行して与えなければならない。 STATISTICSのキーワードは,全体的な指定.

回埠方程式の概括統計の指定.独立変故の概括統計の指定,ステ・yプの概括統計の指定の4穫軌こ

大別できる。
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全体的な指定

D汀AULT富.ANOVA.COEF.OUTS.STATISTICSサブコマンドを指定しない場合.拐準出力としてこれ

らの扶言十が印刷される。

ALL LABEL.F.LINE.ENDを除く他のすべての概括統計を印刷する。

回錯方程式の概括統計の指定

R　　　重椙関係数R. R2,修正されたR-¥　決定係臥　推定は準誤差を印刷する。

ANOYA　分散分析表.真相関係数Rに対するF値とその有意水準を印刷する。

CHA　　ステy7問のR之の変化.変化に対するF僅とその有意水準を印刷する。

BCOV　　援準化されていない回帰擁敦に対する分散一共分散行列を印刷する。

XTX　　掃き出し行列を印刷する。

COND　　掃き出し行列の部分行列の条件故に対する上限と下限を印刷する。

独立変数の概括統計の指定

COEFF　提琴化されていない回帰係放B, Bの揺準誤差,標準化回帰係数beta, Bのt値, t

値の両側検定の有意水準を印刷する。

OuTS　　次のステップでその変数が回措方程式に投入される予定の場合のbeta, Bのt値, t

値の両q)検定の有意水準,方程式のすべての変数を統制した場合の従属変数との偏相

関係数を印刷する。

zpp　　各独立変数と従属変数との相関係数,他の独立変数を統制した場合の従属変数との偏

相関孫致.部分栂関係数を印刷する。

cl　　　揺準化されていない回腸lvB敦の9 5 %信額区間を印刷する。

SES betaの近似提琴誤差を印刷する。

TOL　　トレランスと最小トレランスを印刷する。

LABEL　変数ラベルを印刷する。

F BのF僅とその有意水準を印刷する。

ステップの託括統計の指定

し川E　実行された各ステッタの結果の単一の概括ラインを印刷する。

HISTORY　ステ　ーfの最終的ほ結託計を印刷する。

END STEPWISE. FOR*ARD. BACKJfARl)については各ステップにひとつのラインを印刷し,

ENTER.REMOVEについては,各ブロックにひとつのラインを印刷する。

(3) ORIG川サブコマンドとNOORli川サブコマンド

[書式〕　{NOORIGINまたはORIGIN)]

ORIG川は.定数項を削除して回猪方程式が原点を通るようにするサブコマンドである。

HOORIGINは,揺準処理であり,定放項を含んだ回帰方程式を作成する。 ORIG川サブコマンドまた

はNOORIG川サブコマンドは, DEPENDE村TサブコマンドとMET甘ODサブコマンドの前に指定しなければ

ならない。

〔例】　陀GRESSION YAR!ABLES=GNP TO Ml/

ORIG川/DEPENDENT=GNP/FORWARD

13.2.3　残差分析のためのサブコマンド

(1)一時的変放

妓差の分析には,後述するサブコマンドのRESIDUALS.CASEtflSE.SCATTERPLOT,PARTIALPLOT.SAVE
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を使用する。各分析において, REGRESSIOんは,以下の1 2個の一時的変数を計耳できるQ

PRED　　標準化されていない予測値o

RESID　　標準化されていない技萱o

DRESID　除去された浅差o

ADJPRED　修正された予測値。

zpRED　　は準化された予測値o

zRESID t票準化された残差。

SRESID　　スチューデント化された技萱。

sDRESID　ステユーデント化され除去された技蓋o

SEPRED　予到底の標準誤差。

MAHAL　　マハラノビスの距離o

COOK　　クックの距だo

LEVER　　影響値くIeverage values)0

(2) RESIDUALSサブコマンド

[書式]　RESIDUALS'【DEFAULTS】〔ID(変数名)]〔DURBIIY]

[ {SEPARATE} ]

(POOLED

[MSTGRAM( ZRESID
ト時的変数リス

〔OUTLIERS! (ZRESID

HJi蔀麺ilH印

【NORMPROBUZRESID
t一時的変数リス

HW
トI

HB
トI

I)】

トI

【SIZE({LARGE})】

(SMALL!

以下のキーワードにより,外れ値の情乱　一時的変数のヒストグラムや正演確率プロットなどを

得ることができる。

DEFAULTS SIZE (LARGE.), DURBIN. NORMPROB (ZRESID). HISTOGRAM (ZEESID).

OUTLIERS (ZRESID)

SIZE(7"ロットサイズ)プロットのサイズ　SMALLまたはLARGEで与えることができる。標準値は,

LARGEである。

HISTGRAMC変数リスト)一時的変数や命名された変数のヒストグラム。無指定時の変数は,

ZRESIDである。

NORMPROBC変数リスト)揺準化変数の正規確率プロ・yト。無指定時の変数は, ZRESIDである。

OUTLIER(変数リスト)　指定した変数の値に基づく10個の外れ値。無指定時の変数は, ZRESIDで

ある。

DURB川

ID(変数名)

POOLED

ダービンーワトソンの統計丑.デフォールト。

ケース単位のプロットまたは外れ値のプロットのラペリングのために描

定した変数の値を使用する。

プールされたプロットと選択されたケースと選択されなかったケースに

対する統計を表示する。
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(3) CASEtflSEサブコマンド

〔書式】　　CASEWISE= 【DEFAULTSH OUTlはES({3 )))]
l佳I

(ALL

【PLOTdZRESID　　　)]
(一時的変数名I

【{DEPENDE汀T PEED RESID)】

(一時的変数リスト　l

ケース単位のプロットのための変数を同定し,ケース単位の印刷出力のための変数を指定し.ケ

ースの選択をコントロールする。

DEFAULTS OUTLIERO).PLOT(ZRESID). DEPENDENT. PRED. PRESIDを指定したのと同じ。

OUTLIERC僅)　括弧内に値を指定することによって外れ値のプロットを制限する。デフ*-ルト

値は, 3である。

ALL　　　　　　ケース単位のプロットにおいてすべてのケースを含める。

PLOT(変数名)ケース単位のプロットにおいて,括弧内に指定した一時的変数の値をプロットす

る。無指定時の変数は, Z RESI Dである。

変数fJスト　　指定した変数の債を表示する。無指定時の変数は,従属変数, PRED.RESIDである。

(4) mDTHサブコマンド

〔書式】　ォf!DTH={132}】
ln I

REGRESSIONの結果の出力幅をコントロールする　WIDTH=の後に, 72から132までの値を指定する。

援準値は132である。

(5) SCATTERPLOTサブコマンド

〔書式〕　SCATTERPLOT等〔StZE((SMALu)】(変数名,変放名)‥.
{LARGEI

散布図のための変鼓のペアを指定し.そのプロットの大ささをコントロールする。

SIZE(プロットサイズ)プロ-/ト大きさを, SMALLまたはLARGEで指定する。拐準値はSMALLであ

るO

(変数名,変数名)　　プロットする変数を指定する。第1の変数が垂直軸,第2の変数が水平

軸になる。なお,一時的変数を指定する場合には,その変数の前に*印

を付ける。

〔例】　SCATTER PLOT (*RES.*PRE)(暮RES.Y)/

(6) PARTIALPLOTサブコマンド

〔書式]　PARTIALPLOT*【{ALL HsIZE((SMALL))]
(変数リスト　　　　{LARGE}

偏回措プロットを行ない,そのプロットの大きさをコントロールするためのサブコマンドである。

偏回措プロットは.従属変数の残圭と指定した独立変数の残差との敷布団である。このプロットを

行なうには,少なくとも2つの独立変数が回腸方程式中になければならない。

SIZE(プロ・yトサイズ)　プロット大きさを, SMALLまたはLARGEで指定するO標準値はSMALLで

ある。

変放名リスト　　　　　　プロットする変数リストを指定する。援準伍はALLで,すべての独立

変故がプロットされる。
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(7) SAVEサブコマンド

〔書式】　SAVE=一時的変改名(新しい名)　一時的変数名(新しい名) …

1 2個の一時的変放く本項(1)一時的変数を参照)を新しい変数名で保存する。保存された変

数は次列のように,後続のステ・yプで使用できる。

〔例]　REGRESSION VARIABLES=Y TO XIO/

DEPENDENT=Y/EMTER/

SAVE PRED(PREDSR)/

PLOT PLOT PREDSR WITH Y

13.2.4　欠損値処理およびケース選択のためのサブコマンド

(1)MISSINGサブコマンド

〔書式〕　MISS川G={LISTWISE l】【INCLUDE】】
{PAIRmSE I
{MEANSUBSTITUTION

欠指値の扱いについての指示を与える。

LISTWISE　　　　　リスト単位で欠損値を除去して計算する(標準処理) 。

pAIRtflSE　　　　　ベア単位で欠損値を除去して計算する。

MEANSUBSTITUTION　欠損値をその変数の平均値で置き換える。

川CLUDE　　　　　　欠は値を含めて計算する。

(2) SELECTサブコマンド

〔書式】　SELECT"I(ALL)
I変数名　関係演算子僅)

回措方程式の算出に使用する変数を選択する。なお,関係演算子は　EQ, NE, LT, LE,

G T, G Eである。

13.2.5　記述統計出力のサブコマンド

( 1) DESCRIPTIVEサブコマンド

〔書式]　DESCRIPTIYES=〔DEFAULTS】 〔MEAN] 【STDDEV] 〔CORR】

【COy] 【vARIANCE】 〔XPROD] 【SlG] CN] 【BADCORR】

【ALL】臼迫旺】

通常REGRESSl0IYは,記述統計を印刷出力しない。 DESCRIPTIYESサブコマンドを用いると.種々の

富己述統計を印刷出力できる。

NONE　　　吾己述統計を印刷出力しない　DESCRIPTIYESサブコマンドを省喝した場合もこの扱いと

なる。

DEFAULTS MEAN.STDDEY.CORRを指定したのと同いこなる。サブコマンド名のみの場合は,この扱

いとなる。

ALL MEAN. STDDEV.VARIANCE.CORRを指定したのと同いこなる。

MEAN　　　変故の平均値。

STDDEY　　変数のは準偏差値。

VARIANCE　変放の分散。

COV　　　共分散行列。
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XPROD

CORR

S G

BADCORR

〟

平均偏差の宗和。

Ita関行列。

柏関係数の片側検定。

相関係数が汁耳不能になった場合,相関行列を出力する。

相関係数の計貫に用いられたケース致。

13.2.6　行列の入出力のためのサブコマンド

REGRESSIOrでは.行列の入出力を行なうことができる。たとえば, PEARSON CORRのようなサブプ

ログラムによって出力された結果を入力して計算することができる。

(1) READサブコマンド

〔書式〕　READ=〔DEFAULTS] 【MEAN】 【STDDEY】 〔CORR】 lN]

【VARIANCE】 〔COY] 〔INDEX]]

相関行列または共分散行列を入力して,分析を行なう。

DEFAULTS MEAN.STDDEV.CORR.N指定に相当。サブコマンド名READのみの場合には,この扱いとな

る。

MEAN　　　変数の平均値を行列に先行して入力する。

STDDEV　　変数の標準偏差値を行列に先行して入力する。

vARIANCE　変数の分散を行列に先行して入力する。

CORR　　　相関行列を入力するQ

cov　　　共分散行列を入力する。

IV　　　　相関係数の計算に用いられたケース数が行列の後に来る0

川DEX DATA LISTコマンドの変数の数と順序によって行列に番号を付ける。

なお,行列人力の際は, NUMERICコマンドで変数を定義し,川PUT MATRIXコマンドでその行列を

含んだファイルを定義する必要がある。

(2)WRITEサブコマンド

〔書式]　WRITE=〔DEFAULTS】 [MEAN] [STDDEV】 〔CORR】

〔YARIANCE】 【COY] [N] [NONE】】

相関行列や共分散行列などを外部ファイルに出力する。阜-ワードのうちDEFAULTSからNまでは,

READサブコマンドのものと同様である　NONEは,それまでのWRITEサブコマンドによる指定を鰐除

する。なお,行列の外部出力の際, FILE HANDLEコマンドやPROCEDURE OUTPUTコマンドを局いて,

その行列を含んだファイルを定義する必要がある。

14　DI SCRIMI NANT:判別分析

DISCRIM川ANTは,一般にグループ故が2つ以上の場合について線形判別関数を求める。また,求

めた判別関数を用いて.ケースを分類して判別の成功度を確かめることもできる。

14.1　一般書式

DISCR川INANT GROUPSサブコマンド/VARIABLESサブコマンド

〔/sELECTサブコマンド】〔/ANALYSISサブコマンド〕
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【/METHODサブコマンド】〔/TORERANCEサブコマンド】

【/MAXSTEPSサブコマンド】

【/F川サブコマンド]【/FOUTサブコマンド〕

【/p川サブコマンド】〔/POUTサブコマンド

【/FUNCTl0NSサブコマンド】〔/PRIORSサブコマンド】

〔/sAVEサブコマンド】〔/ANALYSISサブコマンド】

GROUPSサブコマンドとVARIABLESサブコマンドは,不可欠なサブコマンドである。

14.2　サブコマンド

(1) GROUPSサブコマンド

〔書式】　GROUPS'変数名(最小値.最大値)

判別の対象グループを指定する。指定の際,特定の変数(グループ変数)の変数値の種熟こよっ

てグループを区別し,変数値の最小値と最大値をその順にかっこで与える。

[例〕　DIDCRIM川ANT GROUPS-irORLDCl.3)/

VARIABLES=YARI TO VAR9

本サブコマンドでの変数の指定は, 1変数に限られるO　また,グループ変数の変数値は整数でな

ければならない。変数値の最小値から最大値までのすべての整数がそれぞれグループとみなされる

が,もしも該当するケースがひとつで'もない整数があれば,それは無効とされ,グループの敦から

除いて計算を実行する。

(2) VARIABLESサブコマンド

〔書式】　YARIABLES=変数リスト

分析で屑いられるすべての変数(グループ変数を除く)を指定する。指定の仕方は,通常の変数

リストの指定と同じである。

(3) ANALYSISサブコマンド

〔書式]　ANALYSIS=変数リスト(水準)　〔変数リスト. . . ]

1回のD I S CRIMINANTの手続の中で変数の構成を変えて重複して分析することが可能

であるが,具体的にこの判別変数群を指定するのがANALYSISサブコマンドである　DISCRIM川ANTで

は,段階的に変数を加える変数選択方式と全変数を同時にあつかう直接方式とがあるが,そのいず

れをとるかにより変数の表記法が異なる。まず,以下に直接方式のプログラム例を示す。

〔例1〕　DIDCRIM川ANT GROUPS=WORLD(1.3)/

YARIABLES=YI TO YIO/

ANALYSIS=VI TO 75/

ANALYSIS=Y4 TO　710/

変数選択方式では,インクルージョンレベルを変数リストの後のかっこの中に指定する。インク

ルージョンレベルは.その値が大きいほど早い段階で変数が判別変数に加えられることを意味して

いるO　また,レベル値が偶数の時は同じレベルの変数が一括して投入されることを表わし,レベル

値が奇数の時は同L:レベルの変鼓がMETHODサブコマンドで与える統計的基準に関して最適な変故か

ら順に投入されることを表わしている。レベル債がl以外の変数は,ひとたび投入されたら判別変

数から除かれることはないが.レベル値が1の変数は投入された後でも他の変数の追加によって除

外されることが有り得る。レベル値は0から99まで許され.省時喝の標準値はlである。なお,変
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致通択方式では, METHODなどのサブコマンドによって具体的な基準を与える必要がある。

【例2】　DIDCRIM川ANT CROUPSサCAT(1.3)/

YARIABIES'YI TO V8/

ANALYSIS=YI TO Y3(2)

Y4 TO V6(l) Y7　Y8(3)/

METHOD輔ILKS/

(4) METHODサブコマンド

〔書式〕 'METHOD'

際LA=
H
H

3
=

NxA=
E

DS班Ⅳ

H

0

-
-
A

M
a
*
-

変数選択の過程における統計的基準の種類を指示するためのサブコマンドである。このサブコマ

ンドは, ANALYSISサブコマンドの後に続けて与える必要がある。このサブコマンドのキーワードに

は以下のものがある。

D柑ECT　　変数選択を行なわない直接方式。デフ*-ルト。

WIUS　　ウイルクスのラムダ統計量を最小にする変数。

MAHAL　　　グループ間のマパラノビス汎距離の最小値が最大となる変数o

MAXM川F　2グループ間のマパラノビス汎距離をF-ffiに変換して,その最小F値が最大となる変

数。

M川RESID　グループ間の非説明変動細を最小にする変数.

RAO　　　ラオのⅤ統計圭の増加が最大となる変数。

このサブコマンドで指定する基準で追加変数を選ぶ時は,偏F債の大きさがひとつの基準となるO

偏F値は,その変数が新たに追加されることによって判別対象グループの分轄が有意に改良される

かどうかの検定統計重である。

(5) MAXSTEPSサブコマンド

〔書式]　MAXSTEPS={2v)
fnJ

変数の追加と除外を反復する場合.同じ変数が交互に追加されたり除外されたりするような事態

を防ぐためのサブコマンドで.反復の打切り上限回数の指定に使われる。省時時の接準値は,イン

クルージヲンレベルが1の変数の教の2倍とインクルージョンレベルが1以上の変鼓の数の総和で

'JZ*

(6)変数選択に用いられるその他(上!己(4).(5)以外)のサブコマンド

変数通沢のためのその他のサブコマンドとして以下のものがある。これらのサブコマンドは,

METHODサブコマンドの後に続ける必要がある。

TOLERANCEサブコマンド　トレランス水準を指定する。 TOLERANCE^の後に0から1までの値を

与える。省時時の援準値は, . 001である。

F川サブコマンド　　F-to-enterの合格水準。その変数が新たに追加されることによって判別対

象グループの分離が有意に改良されるかどうかの検定統計重く偏F僅)の合格水準を指定

する。省喝時の指導値は1. 0であり. FIN言の後にFの絶対値を吉己入する。
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FOUTサブコマンド　　F-to-reロOVeの合格水準。その変数の信F値がある新しい変故の追加後に

下がった場合.その変鼓が構成から除外されるための棄却水準を指定する。省喝時のは準

値は1. 0であり　FOUT=の後にFの絶対値を妃人する。

p川サブコマンド　　トto-enterのための有意確率水準をPIN-の後に指定する。

POuTサブコマンド　　F-to-removeのための有意羅串水準をPOUT=の後に指定する。なお, P川ま

たはPOUTは.それを指定していれば, F川またはFOUTの指定に優先して適用される。

vINサブコマンド　　　ラオのV-to-enterの合格水準　METHOD=RAOを指定した時は.偏F値のチェ

ックに加えて,変数の追加に伴うV統計立の変化丑の有意性検定が行なわれ,合格しない

変数は候楠から除かれるo V王N-の後には,この合格水準に対応する値を指定する。省

喝時の援準値は, 0.0である。

く7) FUNCTIONSサブコマンド

〔書式]　FUNCTIONS'{g-1.100.0.1.0}
Inf. cp, sig}

一般に判別分析で算出可能な判別開放の故は,グループ散をg,変数の数をnとすると, (g-1)

とnのいずれか小さい方の数である　DISCRIM川ANTでは,この数のism内で実際に算出する判別関

数の教をFUNCTlONSサブコマンドを用いて選択することができる。このサブコマンドには以下の3

つの指定値がある。

nf　貫出した判別関数の故の最大値。

cp　固有値の累積の割合の上罷値。

sig　判別関数の追加に関する検定の有意水準。

これら3淫の指定値のいずれか1種が達成された時.判別関数の追加算出は打切られる　nf.

cp.sigの標準値は.それぞれ, (g-1)とnのいずれか小さい方の致, 100.0.1.0であり, FUNCTIONS

の指定を省喝するとこれらの値が使われる。接準値の1部でも変えたい時は, FUNCTIONSサブコマ

ンドで3種の値をその順序に従って指定しなければならない。

〔例]　DISCRIM川ANT GROUPS=CLASS(L.4)/

YARIABLES=SI TO SIO/

FU打CTIONS-4. 100.. 80/

(8) SELECTサブコマンド

〔書式]　SELECT*変数名(値)

SELECTサブコマンドは.特定のケースを選んで判別関数の詩孫散を買出し,その結果を用いて.

判別得点の貫乱　ケースのプロット,ケースの分類を行なえる。このサブコマンドは, ANALYSISサ

ブコマンドに先行しなければならない　SELECTサブコマンドの後にANALYSISサブコマンドを2つ以

上重ねると,そのすべてに対して.同USELECT撹能が働く　SELECT=の後に書かれた変故の値が,

括弧の中の値に該当するケニスだけが.判別関数の措係数の算出に使われる。

〔例]　DISCRIMINANT GROUPS=TYPE(I.3)/

YARIABLES-XI TO XIO/

SELECT=YEAR(88)

(9) PRIORSサブコマンド

〔書式〕　PRIORS*ほQUAL
(SIZE I

t確率リストI
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本サブコマンドにより母票田誇或比にあたる事前罷率を指定し.ケースの分頬を行なうことがで

きる。パラメータには以下の3覆類があるo

EQUAL　　　判別グループの事前確率をすべて等しいとみなす0

SIZE　　　　計貫に使われた各グループのケース故の割合をその事前確率とみなす。

確率リスト　事前確率のリストを妃人する.確率の合計値は1でなければならない。

〔列〕　DISC別MINANT GROUPS=TYPE(1.5)/

VARIABLES=XI TO XIO/

PRIORS=4*.15..40/

(10) SAVEサブコマンド

〔書式】　sAVE=【CLASS=変数名】 〔PROBSTレート名】

〔SCORES=ルート名】

実行77イルに保存される情報のタイプや各情報に対応する変数名を指定する。次のキーワード

を用いることによって. 3種類の変数が保存される。

CLASS　予則されたグループ値を含む変数を保存する。

PROBS　各ケースに対するグループ所属の確率を保存する。ルート名をつける必要がある。

SCORES　半場ll得点を保存する。ルート名をつける必要があるO

〔例]　DISCRIMINANT GROUPSサォfORLD(l.3)/

VARtABLES=XI TO XIO/

SAVE=CLASS=PRDCLAS

SCORES=SCORE PROBS=PRB

14.3　オプション

1欠指値定義を崇現して,欠指値としてあらかじめ定義している値も含めて計算を行なう。

2　マトリ・yクス出力。統計7, 8またはオブシ=ン11を指定すると,グループ別の共分散行

列が出力され,それ以外の場合は.グループ内共分散行列が出力される。な,おこの出力を

再入力して次の分析を行なうこともできるC

3　マトリ・/クス入力。この場合,川PUT MATRIXコマンドが必要であるO　また,行列に含まれる

変数が定義されていない時は, NUMERlCコマンドで定義をする必要がある。

4　ステ・yプごとの印刷出力を省喝する。

5　抵持去の印刷出力を省噂する。

5　バターン行列をパリマックス回転する。

7　構造行列をパリマックス回転する。

8　欠損旗を平均値で置き換える。

9　SELECTサブコマンドによって選択されなかったケースのみを分類する。

10 GROUPSサブコマンドによって指定されなかったケースのみを分類する。

11ケース分茂の臥　グループごとの共分散行列を使用する。

14.4　追加統計

DISCRIMINANTでは.通常.判別開放に関して.固有値.分散説明率,累琶寄与乳　正準柏関係放,

ウイルクスのラムダ.カイ二乗値.その自由度および有意水準が出力され.変数選択のステv7に
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おいては,ウイルクスのラムデ. F値,自由度.有意水準,トレランスが出力され.最終的な結果

として,判別関数の提琴化された判別擁H.構造行列などが出力される。なお, STATISTICSコマン

ドを通して,次の統計を追加出力できる。

1全体およびグループごとの変数別平均値。

2　全体およびグループごとの変致別は準偏差値。

3　グループ内共分散行列。

4　グループ内相関行列。

5　2グループ間のマパラノビス汎距離に関するF値の行列。

6　変数別のF値。

7　グループ別共分散行列の同等性に関するボックスのM検定。

8　グループ別の共分散行列。

9　全体の共分散行列。

10判別領域図。

11標準化されていない正準判別関数。

12分類関数の係数。

13　ケース分類結果の表。

14　ケースごとの分悪情報と判別得点。

15全グループのケースのプロットo

l5　グループ別のケースのプロット。

14.5　制限事項

1 GROUPS.SELECT.VARlABLESサブコマンドは,それぞれ1回しか用いることができない。

2　欠損値のペア単位の処理はできない。

15　FACTOR:因子分析

FACTORは,主成分分析ならびに因子分析を行なう。 FACTORは, 4つのブロックを持っている。そ

れらは,変数選択ブロック,抽出ブロック,回転プロ・yク, SAVE7'ロックである。

15.1　一般書式

FACTOR VARIABLESサブコマンド

【/MISS川Gサブコマンド】 〔/READサブコマンド】

〔/WRITEサブコマンド〕 〔/WIDTHサブコマンド】

〔/ANALYSISサブコマンド【/ANALYSISサブコマンド/・・・11

〔/PRINTサブコマンド】 〔FORMATサブコマンド】

【/CRITERIAサブコマンド〕

【/EXTRACTIONサブコマンド】 〔/ROTATIONサブコマンド】

【/EXTRACTIONサブコマンド】 【/ROTATIONサブコマンド】

【‥‥.】

【/DIAGONALサブコマンド】 【/PLOTサブコマンド】
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【/SAVEサブコマンド〕

15.2　サブコマンド

15.2.1　変数選択ブロックのサブコマンド

(1) VARIABLESサブコマンド

[書式〕　YARIABLES=変数リスト

変数選択のサブコマンドは.唯一常に必要なサブコマンドである。このサブコマンドは.分析に

用いるためのメインリストを作成するために便屑される。たとえば, 10個の変数VARlからYARIOに

ついて主成分分析を行なう場合,以下のような指示で簡単に実行できる。

〔例1】　FACTOR YAR【ABLES=YARI TO YARIO/

変数リストには.その課題で用いる全変故を書く。変数リストはスラッシュ【/】でしめくくる。

(2)削SS川Gサブコマンド

【書式〕　M!SSING={LISTWISE}
(PAIRWISE)

川EANSUB
(INCLUDE

DEFAULT

欠指値の扱いについての指示を与えるサブコマンドであり,計算の第1段階である相関行列の計

算にかかわる。このサブコマンドは,同時に2つ以上重ねて与えることができる。

Iistwse　リスト単位で欠損値を除去して計算する　MISSINGサブコマンドを省喝した場合,揺

準処理としてとして.この処巴が行なわれる。

pAIRWISE　ベ7'単位で欠損値を除去して計算する。

MEANSUB　欠損値をその変数の平均値で置き換えて計算するO

川CLUDE　欠損値を含めて計算するo

DEFAULT ISTWISEと同130

(3) WIDTHサブコマンド

〔書式〕 ?IDTH={132)
tn ～

印刷出力結果のページ幅を72桁から132桁の元昌で指定する。なお,提琴伍は,最大の132である。

15.2.2　抽出ブロックのサブコマンド

(1) ANALYSISサブコマンド

〔書式〕　ANALYSIS*変数リスト

vARIABLESサブコマンドで指定した変数IJストの中から特定の変数を計算用として指定する。こ

のサブコマンドは,同時に2つ以上重ねて与えることができるO

[例2〕　FACTOR VARIABLES=YARI TO VARiO/

ANALYSISォVARI TO YARIO/

ANALYSIS=YARI TO YAR3

く2) EXTRACTIONサブコマンド

〔書式〕　EXTRACTION"(PC. ∴___
IPAF

{ALPHA

IMAGE

{ULS
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次のキーワードにより.因子の抽出法を指定する。このサブコマンドは.同時に2つ以上重ねて

与えることができる。

PC

PAI

PAP

PAZ

ALPHA

MAGE

ULS

GLS

ML

主成分分析(本サブコマンド省喝時のは準値) 0

主成分分析。 PCと同じである。

主因子法による因子分析。

主因子法による因子分析。 pAFと同じである。

7ル77因子分析。

イメージ因子分析。

非加重式最小二乗法による因子分析。

一般化最小二乗法による因子分析

最尤法による因子分析。

DEFAULT PCを指定したのと同じ。

[例3]　FACTOR YARIABLES=YARI TO YARIO/

EXTRACTlON=UIS/
′

EXTRACT IO打=ML

(3) PR川Tサブコマンド

〔書式]　PR川T=〔DEFAULT】 〔川mAL】 〔EXTRACTION】

【ROTATION] 〔UNIYARIATE】

〔CORRELATION】 【DET】 〔川Ⅴ】 【REPR〕

【AIC] 〔KMO] 〔FSCORE】 〔SlG】 〔ALL】

次の阜-ワードを上吾己の書式に従って与えることにより,結果出力の項目を選択できる。

UNIYARIATE　平均値と措準偏差値O

川ITIAL　　　初期共通性,相関行列の固有値,説明分散率。

CORRELATtO汀　相関行列。

S G

DET

INV

AIC

XNO

EXTRACTION

REPR

ROTATION

FSCORE

ALL

DEFAULT

相関の有意水準。

相関行列の行列式。

相関行列の逆行列。

反イメージ共分散行列と反イメージ相関行列。

Kaiser-Meyer-Olkin測度と　Bartlettテスト。

共通性.固有値.回転前の因子負荷行列。

再買相関と残差相関O

回転後の因子パターンと構造行列,変換行列.因子間相関行列。

因子得点係致行列。

利用できるすべての銃計。

INITIAL.EXTRACTION.ROTATIONの3キーワードを指定したのと同し。
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(4) FORMATサブコマンド

〔書式〕　FOSMAT= 【SORTHBLANK(n)】【DEFAULT】

因子の鰐訳を容易にするために,因子負荷行列や因子構造行列の再掲成を行なうサブコマンドで

ある.以下のキーワードを指定することによって.出力結果の印刷の仕方を選択できる。

SORT　　　因子負荷丑の大きさの順に変投を並びかえて表示する。

BLANK(n) n以下の絶対値の係故を削除して表示する。

DEFAULT　上記の2つの技能を励かせない。

〔例4】　FACTOR YARlABLES=YARI TO VARl0/

MISS川G=MEANSUB/

WIDTH=100/

ANALYSIS=VARI TO YARIO/

FOE沈AT=SORT BLANKC. 3)/

EXTRACTION=ULS/

く5) PLOTサブコマンド

〔書式J PLOT=【EIGEN】 【ROTATION(nl.n2)]]

スクリープロットや回転後の因子空間への変数のプロ・yトが可能になる。以下の阜-ワードを指

定することによって,プロットの仕方を選択できる。

EIGEN　　　　　　スクリープロット。

ROTAT!ON(nl n2)因子空間への変数のプロット。 nlとn2にプロットする番号を指定する。

(6) CRITERIAサブコマンド

[書式]　CRITERIA=〔DEFAULT】 〔FACSCORES(n)】

【M川EIGENUl.O})] 〔ITERATE((25})】
{eig}　　　　　　　{nil

[RCONYERGE({0.0001})】 【DELTA(桝)】
{rl ld]

〔{KAISER　】 〔ECONYERGEC{0.001})]

川OKAISER)　　　　　　　{el

各因子抽出や各因子回転に対して,以下のキーワードによりその基準を指定する。

FACTORS(nf)

N川ElG川(eg)

lTERATE(ni)

ECONYERGE(el)

RCONYERGE(rl)

KAISER

打OKAISER

DELTA(d)

DEFAULT

抽出するEB子敦を指定。援軍任は, M川EIGEyで指定された値より固有値の大きい

因子の敦。

抽出する因子のための最小固有値をegに変更する。拐準値は1.0である。

因子解を求めるための繰返し汁貫の回数を指定する。拐準値は25である。

因子抽出のための繰返しを止める収束判定基準を指定する。揺準債は, 0.001で

ある。

因子回転のための繰返しを止める収束判定基準を指定する。標準値は, 0.0001で

13tt

Kaiserの正規化を行なう。援準処理なので,この指定がなくても実行される。

Kaiserの正規化を行なわない。

斜交回転の際の回転の度を指定。拐準値は0である。

上記のすべての指定をは準値に戻す。
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(7) DIAGOHALサブコマンド

〔書式]　DIAGONAL=値リスト

主因子注を用いる場合に,相関行列の対角要素を予め与えるためのサブコマンドであるo　なお,

省喝時のは準値は,各対角要素に対してすべて1.00であるo

〔例5]　FACTOR VARIABLES=VARI TO YAR6/

DIAGONAL*.55 .45 .35 .40 .60 .70/

EXTRACTION=PAF/

ROTATION=YARIMAX

15.2.3　回転ブロック

(1) ROTATIONサブコマンド

〔書式〕　ROTATION(YAR川AX
{EQUAMAX

{QUART川A
{OBLlM川
川OROTATE
{DEFAULT

ー

　

一

I

 

I

 

I

 

I

 

I

 

I

二

　

　

間

H

∬

因子の回転とその方法を指示する　EXTRACTIONサブコマンドを使用していない場合,揺準の因子

回転法はYARIMAXとなる。 EXTRACTIONサブコマンドを使用して, ROTATIONサブコマンドを使用しな
●

い場合, SAVEサブコマンドがある場合を除いて,因子の回転は行なわれない。 SAVEサブコマンドを

指定した場合, ROTATIO討サブコマンドを使用しない場合でも,援準処理としてパリマックス回転が

行なわれる。回転を行ないたくない場合は, ROTATIONサブコマンドを用いてキーワードNOROTATEを

指定する必要がある　ROTATIONサブコマンドには,以下のキーワードがある。

VARIMAX

EQUAMAX

QUARTIMAX

OBLlMtN

NOROTATE

DEFAULT

バリマックス回転。

エカマックス回転。

コーティマックス回転。

直接オプリミン法による斜交回転。

回転を行なわない。

YARIMAXと同じ。

なお,このサブコマンドは. 1つの抽出に対して2つ以上重ねて与えることができる。

〔例6〕　FACTOR VARIABLE;.サVARI TO YARIO/

EXTRACTION=ML/

ROTATION=YARIMAX/

ROTATION=OBLlM川

15.2.4　SAVEブロックのサブコマンド

(1) SAVEサブコマンド

因子得点を計芳し.新たな変故として実行ファイルに保存する。

【書式〕　SAYE=〔(旺L
{BART

(ULUルート名) 〕
fn I

(DEFAULT)

まず,以下のキーワードで因子得点計耳の方法を指定する。
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REG　　回錯分析による方法。

BART Bartlettの方法

AR Anderson-Rubinの方法

DEFAULT REGと同L'。

つづいてその後に,求めたい因子得点の故nを指定する。求められる最大の故は,因子解の個数

に等しい。阜-ワードALLを用いると.可能なすべての因子得点を計耳することができる。最後に.

7字以内で国子得点保存ための変数の命名を行なう。

〔例7〕　FACTOR VARIABLES=YARI TO YARIO/

MISSINGサMEANSUB/ mDTK=100/

ANALYSIS=VARI TO YARIO/

PRINT'CORRELATION DET RE関/

CRITERIA=FACTORS(3)/

FORMAT-SORT BLA〃X(. 3)/

CRITERIA=FACTORS(2)/

PLOT=EIGEN ROTATIONU　2)/

EXTRACTION=ULS/

ROTATION=YARIMAX/

SAVE AR (ALL FSULS)/

上の例の場合, Anderson-Rubinの方法で, FSULSlとFSULS2と命名された2つの因子得点が計算さ

礼,実行ファイルにその結果が保存されているO　なお, SAVEサブコマンドを同時に2つ以上重ねて

与え,異なる方法で計算した2手蔓以上の因子得点を保存することもできる0

15.2.5　その他のサブコマンド

(1) READサブコマンド

〔書式】　READ={CORRELATIO村〔TRIANGLE】
(FACTOR(n)

{DEFAULT

以下のように,符関行列または因子負荷行列を読み込んでFACTORを実行させる。

CORRELATION　相関行列を琵み込む。

FACTOR(nf)　因子負荷行列を琵み込む。 nfは,分`折に用いる因子数である。

DEFAULT CORRELATIONと同じ。

キーワードCORRELATIONの後にキーワードTRIANGLEを続け声ことによって,対角要素を含んだ下

三角行列として入力することができる。

〔例8] FACTOR READ=CORRELATION TRIANGLE/

VARIABLES=VARI TO YAEl0/

なお,相関行列や因子負荷行列を読み込んで計耳を行なう場合, NUME別Cコマンドで変数を定義

し, INPUT MATRIXコマンドでその行列を含んだファイルを定鼓する必要がある。

(2) WRITEサブコマンド

〔書式]　yRITE=(CORRELATION【TRIANGLE】
IFACTOR(n)

(DEFAULT
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桔関行列または因子負荷行列を特定のファイルに出力する。その内零は,次のキーワ.rドにより

指定する。

CORRELATlON　相関行列を書き込む。

FACTOR　　　　因子負荷行列を書き込む。

DEFAULT CORRELATIONと同L'。

なお.相関行列や因子負荷行列を書き込む場合, FILE HANDLEコマンドやPROOCEDURE OUTPUTコマ

ンドを用いて,その行列を含んだファイルを定義する必要がある。

16　CLU STER:クラスター分析

CLUSTERは,クラスター分析を行なう。クラスター分析では,ケース問の類似性に基づいて,そ

の分類を行なう。クラスター分析における分類作業は.大別すると,具合的手法と分割的手法があ

り,それぞれの中で階層的手法と非階層的手法とに分けられる。栗合的手法は,類似性の高いもの

同志を少しづつ黒めてゆくもので,分割的手法は,逆に全体をいくつかに分割するものである。階

層的手法は,階層構造のあるクラスターを求めるよう分割あるいは結合を進めるもので,一方,罪

階層的手法は.そのようなクラスターの階層構造を求めない　CLUSTERは,集合的階層的クラスタ

ー分析を行なう。

16.1　一般書式

CLUSTER変数リスト

〔/MISSINGサブコマンド】 【!READサブコマンド】

〔/wRITEサブコマンド】 【/MEASUREサブコマンド】

【/METHODサブコマンド】 〔/SAVEサブコマンド】

〔/lDサブコマンド〕 〔/PR川Tサブコマンド]

〔/PLOTサブコマンド】

16.2　サブコマンド

(1)変数リストの指定

〔書式〕　変数リスト

分析に使用する変数を指定する。

〔例1]　CLUSTER A B C

上の例は,変数A, B, Cの値に基づいて,ユークリド距離の2乗値による平均法のクラスター

分析を行なう。

(2) METHODサブコマンド

〔書式〕　METHOD={BAVERAG引【(ルート名)H..‥】
けAVERAGE)
fS川GLE

(COMPLETE)
*
s

T
蝣

x

.

「
頃

C

{MEDIAN

(WARD

D

クラスターの結合法を指定する。
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BAVESAGE

WABE8AGE

SINGLE

COMPLETE

CENTROID

MEDIAN

WARD

群問平均法によるクラスター分析。

群内平均法によるクラスター分析。

最近供法によるクラスター分析。

最遠供法によるクラスター分析。

重心法によるクラスター分析。

メディアン法によるクラスター分析。

ワード法によるクラスター分析。

(3) MEASUREサブコマンド

クラスター分析に用いる近接性(proximity)の測度を算出する。以下のキーワードにより,近接

性の測度を選択できる。

SEUCLID

EUCLID

COS川E

ClはBYCHEY

BLOCK

POWER(p. r)

ユークリ・yドfE熊の2愛住。デフ*-ルト。

ユークリッド臣だQ

変数ベクトル問の交角の余弦。

チェピシ.Lフ毎だ。

市'Bi距群。

パワーfE群。 pとEは,パワー距群のパラメーター。l

(4) SAVEサブコマンド

〔書式〕　SAVE-CLUSTERC水準　　　　　〉)
(最小値,最大値1

特定のクラスターの水準でのクラスターメン′ヾ-シップを実行ファイルに新しい変数として保存

する。 SAVEの指定には　CLUSTER (最小凪　最大値)またはCLUSTER(n)がある。ここでの最小値と

最大値は,宗存したいクラスターの侶款の最小値と最大値であり, nはその単一の値である。メン

バーシップが保存されるクラスターの手続毎に, METHODサブヲマンドにおいて,クラスター名を指

定しなければならない。

〔例2]　CLUSTER A B C

/METHOD=BAVERAGE (CLUSMEM)

/SAYE=CLUSTER(3, S)

(5) IDサブコマンド

〔書式】 ID=変鼓名

ケースの同定をするための変数を指定する。

(6) PRINTサブコマンド

[書式]　PR川T=〔CLUSTER(水準　　　　I)】 【DISTANCE】
I最小値.最大値)

【SCHEDULE】 【NONE】】

CLUSTERは通常.用いたクラスタリングの技法の敦や近接皮の指はを印刷する。本コマンドによ

り,以下のように印刷出力の仕様を変更できる。

SCHEDULE　　　　　　　　　　クラスター集合化のスケジュール。

CLUSTER (最小臥　最大値)クラスターメンバーシップ。クラスターの個数の最小値と最大値

を指定することができる。また.単一の水準で値を入れることも可

能である。
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DISTANCE

NONE

項目間のFE離行列を出力する。

プロットを行なわない。

(7) PLOTサブコマンド

〔書式]　PLOT-〔VICICLE【(最小値〔,最大値〔,増分〕 】 )】】

lMCICLE【(最小値〔,最大値[,増分〕 〕 )】】

[DENDROGRAM] 【NONE】〕

クラスター解のプロットや樹状図の指定を行なう。

yICICLE【(最小値〔,最大値〔,増分]〕日　量直の氷柱状のプロット。オプションとしてクラ

スターの水準の最小値,最大値,最小値から最大値への増分を指定できる。たとえば.最

小値を1,最大値を9.増分を2とすると, 1, 3, 5, 7, 9がプロットされる。

HICICLE〔(最小値[,最大値〔,増分] 〕 )】水平の氷柱状のプロット。最小値,最大値,増分

についてはVI CI C L Eと同じ。

DENDROGRAM　　　　　　　　　　　　　　　　樹状図の作成。

NONE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プロットを行なわない。

(8) READサブコマンド

[書式]　READ:【SIMILAR】 HTRlANGLE)]
(LOWER

近接性行列を行列形式で入力するときに使用する。
一

SIMILAR　入力する行列が類似性に関する指境である場合。このキーワードを省喝すると,入力

された行列を呈巨だ行列または非類似性行列とみなす。

TRIANGLE　対角更票を含んだ下三角行列で与える場合。

LOWER　　対角要素を含まない下三角行列で与える場合。

(9)WRITEサブコマンド

〔書式]　WRITE〔=DISTANCE】

近接性行列を行列形式で出力する。

キーワードDISTANCEにより,距だ行列として出力される　DISTANCEを省喝すると,類似度行列とし

て出力される。

(10)MISS川Gサブコマンド

〔書式]　MISS川G=(いSTKISEI]
(INCLUDEl

欠指値の処理に関する指定を行なう。

LISTWISE　リスト単位で欠指値を持つケースを除外して計算する。

川CLUDE　　欠指値を持つケースも含めて計算する。

17　P ROBI T

PRO BITは,反応が2分割されるような従属変放く例えば,生存か死亡か,尾局中か失業か

といった変数)に対する. 1つ以上の独立変数の影響を推定するプログラムである。このプログラ

ムは投薬反応分析(dose-response analyses)などにおいて最も効果的であるが.ロジスティック

回信モデル(logistic regression models)の推定にも利用できる。
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解　　　　説

17.1　一般事式

PROBIT　反応度数変致名　oF　観察庶政変放名【wITH変数リスト】

【BY変数名(最小値.最大値)】

〔/MISS川Gサブコマンド】【/MODELサブコマンド】

【/LOGサブコマンド】【/PR川Tサブコマンド】

〔/CRITERlAサブコマンド】〔/NATRESサブコマンド】

pROBITは,指定されたモデルのパラメーターの最尤推定値を計耳する　PROBITでは,変数リスト

とサブコマンドの指定を行なう。変数リストには必ず反応度数変数,視察度数変数.および1つ以

上の予測変立(predictor)を指定しなければならない。グループ変数の指定.および各サブコマン

ドの指定はオプションである。 PROBITでは一般に,個々の観察データを直接入力することはできな

いQ　このような場合は, AGGREGATEコマンドを使用し,前もって視察度数,および反応度鼓を計耳

しておく必要がある。なお各サブコマンドは,それぞれ1回しか使用できない。

17.2　サブコマンド

(1) MODELサブコマンド

〔書式〕　MODEL- P即即T
(LOGIT

(BOTH

PROBIT　　　ロビ・yト反応モデル(Probit response model).

LOGIT　　ロジ・yト反応モデル(Logit response raodel)0

BOTH　　　プロビット反応モデルおよびロジット反応モデル。

(2) LOGサブコマンド

[書式】 也
【LOG

,
　
　
O

c
-
J
 
c
　
5
=
H

l

{

_

-

I

HUU
1「

山

N
E

]
I

 

I

 

l

一

　

l

予測変玉を対数変換する場合の底を指定するO　この指定は全ての予則変重に適用される。もし特定

の予測変重を変換したい場合は,前もってCOMPUTEコマンドで変換しておく。以下のキーワードが

使用できる。

10　　　10を底とする。本サブコマンド省喝時の境準値。

2.718　　自然対鼓の底eを用いる。キーワードが省喝された場合の標準値。

n　　　　績準値以外の底を用いる。等号(=)のあとに数値nをぎ己入する。

NONE　　　予測変圭に対する対数変換を行なわない。

(3) CRITERIAサブコマンド

〔書式〕　CRITERIA'【CONYERGE(也且9上目】
(eps

【ITERATE(12且))】【P(旭Jil)】
In　　　(p

CONYERGE(eps)　収束の基準値。

IT由ATE(n)　　最大繰返し回教。

P(p)　　　　　当てはまりの良さに関する有意水準(Heterogenety criterion probability)の

指定。
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(4) HATRESサブコマンド

〔書式】　NATRES【=c】

モデルにおける自然反応率(natural response rate)を指定する方法は2通りある。 1つは予測

変塵のいずれかlつの値を0にすることにより.コントロールレベル引旨定する方法である。この

場合はNATRESの後には何ら指定しないQ　もうlつは, NATRESの後に等号と自然反応率C (0から1

までの問の数値)を指定する方法である。

(5) PRINTサブコマンド

〔書式〕　PRINT=【ALLHCtHFREQ】〔RMP】〔PARALL】

[NONEHDEFAULT】

提琴出力に含まれない統計値や図表を出力させる。

DEFAULT　　下記のFREQ.Cl、およびRMPが出力される。

ALL

題舶Q

CI

RMP

PARALL

NONE

利用可能な全ての出力。

観測された度数と予測された度数が,残量とともに出力される。

特定の反応率を生起させる予測変量の値の95%信禎区間。

グループ変数によって定義されたグループ間のRMP (相対的中央値ポテy.シー,

Relative median potency)を表示するO

各グループの回帰直緑の平行性のテスト(test of the parallelism),

次の情報のみが悪条件に出力される。ケースとモデルに関する情報O　さらに予測変

丑が1つの場合には,予測変量を対数変換したものを韻軸とし,反応率をプロビット

変換したものを綴柏とする分布図。 PLOBITモデルに対しては,パラメータ推定値と共

分散。

(6)MISS川Gサブコマンド

〔書式]　MISS川G={LISTWISE
l川CLUDE
{DEFAULT

LISTWISE　欠損値のリスト単位の除去。変数のいずれかに欠指値をもつケースはすべて除去され

る。

川CLUDE　欠損値定義を無視し,すべてのデータを計算に含める。

DEFAULT　標準処理。 LlSTYISEに同じ0

17.3　コマンド編成例

PROBIT R OF打BY ROOTU.2) WITH X

/MODEL = BOTH

/NATRES

/PRINT = ALL

18　LOG LI N EAR

LOGLINEARは.カテゴリー変故を持つモデルにたいして,モデルの当てはめ(model fitting),伝

説検定.パラメータの推定などをおこなう一般的なプロシジャーである。したがってLOGLINERには,
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解　　　　説

多重コンティンジェンシー表(nulti-vay contingency tables)の一般モデル・ロジットモデル・カ

テゴリ変款にたいするロジスティック回措(logistic regression), quasi-independenceモデルな

ど,さまざまな関連する手法が含まれている。

18.1　一般書式

LOGLINEAR　　従属変放リスト(最小乱　最大値)

〔BY]独立変数リスト(最小値,最大値) 〔HUTH共変立リスト】

〔/wIDTHサブコマンド】【/WEIGHTサブコマンド】

【/GRESIDサブコマンド】〔/PR川Tサブコマンド】

【/NOPRINTサブコマンド〕〔/PLOTサブコマンド]

〔/CONTRASTサブコマンド】〔/CRITERIAサブコマンド】

【/DESIGNサブコマンド〔/DESIGNサブコマンド...】〕

変致名の指定を,まず最初に行なう必要がある。キーワードBYを使局する場合は.キーワード

BYの前のカテゴリ変数が従属変数となり,後のカテゴリ変数が独立変数となる。キーワードWIXHの

後のセル共変丑(Cell covariates)は,連続的変重でなければならない　DESIGNサブコマンドによ

って.当てはめるモデルの指定を行なう。検討したいモデルごとにDESIGNサブコマンドが必要であ

る。サブコマンドは何度でも使局できる。またDESIGNサブコマンドを除いて,サブコマンドで指定

した内容は新しく変更さ♪るまで,モデル-からモデルへとひきつがれる。あるDESIGNサブコマンド

に関係するサブコマンドは,必ずそのDESIG.Vサブコマンドの前に置かなければならない。もし最後

のDESIGNサブコマンドの後にサブコマンドがあれば,飽和モデルとみなされる。

18.2　サブコマンド

(1) DESIG汀サブコマンド

〔書式】　DESIGN'効果効某.‥　効果BY効果‥. 【/DESIGN...】

当てはめるモデルの指定を行なう。このサブコマンドがない場合は,飽和モデルとみなされる。

飽和モデルとはすべての主効果と交互作用効果とを含むモデルである。 1つのモデルにたいして必

ず1つのDESIGNサブコマンドが必要である。主効果のみのモデルの場合は,変数名だけを指定する。

交互作用効果を指定する場合には,キーワードBYを使用する。つぎの例は,変致A.Bの2要因の主

効果と交互作用効果を含むモデルを指定している。

〔例1J LOGL川EAR A(l.4) B(1.5)/

DESIGN = A.B.A BY B/

括弧で囲まれた整数が後についている変数は.自由度1の分割(single-degree-o卜 freedom parti

tion)によるものであることを示している。

(2) CWEIGHTサブコマンド

【書式】　wEIGHT*変放名I
{(matrix))

セルに対する重みづけを行なう。変敦を指定する方法と,マトリックスを利用する方法とがある。

変故を用いる場合,重みづけ変数として指定できる変数名は1つだけであり,数値変数でなければ

ならない。マトリックスを利用する場合には, CWEIGHTサブコマンドの等号の後に,括弧で囲まれ

た重みづけのマトリックスを指定する。マトリックスの中には,必ずセル数と同L:致だけの要素が
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なくてはならない。同じ数値が連続する時は.アステリスク(+)を利用することができる。例えば,

〔例2〕　LOGL川EA定A(1.2) BY B(1.3) C(1.2)/

CYEI間T=(0　3幸1 0　3り0　3ヰ1)/

という指定は.

〔例3J LOGLINEAR A(l.2) BY B(l.3) C(1.2)/

CWEIGHT=(O 1 1 1 0 1 1 1 0 1 1 1)/

とまったく同じである。マトリックスを利用する場合には, WEIGHTサブコマンドの指定は何度で

ら行ttえる　CWEIGHTサブコマンドの指定内容は,新しく変更されるまでずっと引継がれる。

(3) GRESIDサブコマンド

GRESIDサブコマンドは.各セルの視察度数,耕待度数,調整ずみ浅蓋(adjusted residuals)など

の1次結合を計貫する。変敦を指定する方法と,マトリックスを利用する方法とがある。マトリ

ックスの中には,必ずセル数と同L:放だけの要素がなくてはならない。例えば

[例4〕　LOGL川EAR MON'THCl.18) WITF乞/

GRESID=(5幸1.12*0)/ GRESID=(6*0.6*1.6幸0)/

GRESID=<12*0. 6*1)/ DES!GN=Z

では, 1番はしめのGRESIDサブコマンドによって.最初の6ヵ月が結合され"初期"効果となって

いる。 2番目のGRESIDサブコマンドは"中期''効果として,次の6ヵ月を結合し　　　目のGRESt

Dサブコマンドは〝後期'効果として,丑後の6ヵ月を結合している。

(4) PR川T.NOPR川Tサブコマンド

〔書式】　tPR川TまたはNOPRINT}=キーワード欝I

PR川Tサブコマンドを侵属することによって,績準出力に含まれない抗計値や図表を出力させる

ことができる。またNOPR川Tサブコマンドによって,結果の出力を制限することができる。以下の

キーワードを便局する。

FREQ　　各セルの鼓察度数と買得度数,およびそれぞれの%を出力する。

RESID　　残量,績準化護萱(standardized residuals),珂誓ずみ浅菱(adjusted residuals)を

出力する。

DESIGN　モデルのデザインのマトリックスを出力する。

BHl乱　　呂tsJig/Vin呂503眉自国田園玩*ra

COR　　　パラメータ推定値の桔関マトリックスを出力する。

DEFAULT FREQおよびRESIDの出力。 DESIGNサブコマンドが省噂されている場合には, ESTIMも出

力される。

NONE　　デザインに関する情報と,当てはまりの良さに関する統計値のみ出力される。

NOPR川Tサブコマンドでは使用できない。

(5) PLOTサブコマンド

[書式]　PLOT=け-ワード群I

オプションとなっている図を表示させる。キーワードを省喝すると.図は何も真示されない。

RESlD　　調整すみ琵蓋と,紋別反故および期待度故を軸とする散布図。

NORMPROB　調荘済残萱とは準化値(normal value)およびほ準化値からの偏差の2種類の散布図。

NONE　　　何も出力されない。

DEFAULT RESIDおよびNORMPROBを柑定したことになる。
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く6) CONTRASTサブコマンド

〔書式]　CONTRAST (変致名)=(キーワード群l

要因についての対比(contrast)のタイプを指定する。要因となるのくま.カテゴリカルな従局変数

または独立変数である。 CONTRASTサブコマンドの後に変数名を括弧で囲んで指定し,その後に等号

と選択した対比のキーワードを続ける　LOGLINEARにおいては, MAN'OVAの場合と違い,対比係数の

細が0にならなくてもよいし,また直交している必要もない。

使用できるキーワードは次のとおりである。

DEVIATION(ref cat)全体的な効果(overall effect)からの偏差。 2.1版からこれがCONTRASTサブ

コマンドがない場合の按準値となっている。 Refcatとはパラメータ推定値が表示されない

カテゴリーのことである。 Refcatの指定がない場合は,変数の最後のカテゴリーがデフ*

ルト債として用いられる。

DIFFERRENCE　それより前にある全ての水準の効果の平均との対比　HELMERT対比の逆になる。

HELMERT　　　それより後にある全ての水準の効果の平均との対比。
I

SIMPLE(ref cat)各水準の要因と最終水準のそれとの対比　2.1版より前の版では, SIMPLE

がCONTRASTサブコマンドが省喝された場合のデフ*ルト値となる。キーワードSIMPLEの後

に括弧で囲んで参照カテゴリーを指定することができる。参照カテゴリーが省喝された場

合は,最後のカテゴリーがデフ*ルト値として用いられる。

REPEATED　洪接した水準(level)問の対比。

pOLYNOMIAL(netric)直交多項式による対比。接準値は等間隔くequal spacing) 。括弧の中に

線形多頚式の係数を指定することにより,水準問の線形比較ができるO

〔BASIS】SPECIAL(niatrix)ユーザーの定義による対比O必ずカテゴリー鼓の2桑の鼓だけの要素

を指定する必要がある。 2.1版からは,キーワードBASISの使用が可能となった。

SPECTRALの前にBASISが指定されると,特定の対比に対して基本マトリックス　　　　が

生成される。BASISがない場合は,指定されたマトリックスが,基本マトリックス(basis

乃atrix)となる

(7) CRITERIAサブコマンド

〔書式】　CRITERIA*〔CONVERGEHO.OOP)】 〔ITERATEC{旭日】
{eps ln

【D比TA　虹上目【DEFAULT】
l dl

CONYEEGE(eps)収束の基準値eps。

ITERATE(n)　最大繰返し回数n。

DELTA(d)　　セルデルタ僅d。分析の前に.デルタ値を各セルの度数に加える。

DEFAULT　　　各パラメータをは準僅(上記事式中の下線部分)にリセットする。

(8) tflDTHサブコマンド

〔書式】　wIDTH*思l
D m】

WIDTmこよって,表示幅を変更することができる。ただし1度に使用できる表示幅は1種漂だけ

であり.途中から変更はできない。また,狭い表示椙を選択した時は,表示の1部が省喝される。
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18.3　オプション

1欠損値の定義を無視する。

18.4　コマンド編成例

〔例1]　一般対数線形モデル(general log-linear model)の例

LOGLINEAR DPREF(2.3) RACE ORIGIN CAMPU.2)/

PRINT=DEFA(JLT ESTIM/

DESIGN=DPREF.RACE.ORIG川. CAMP.

DPREF BY RACE.DPREF BY ORIG川.DPREF BY CAMP.

RACE BY CAMP.RACE BY ORIGIN.ORIGIN BY CAMP,

RACE BY ORIG川　BY CAMP.

DPREF BY ORIG川　BY CAMP

〔例2]　多項式ロジットモデル(multinomial logit model)の例

LOGLINEAR PREF(l.S) BY RACE ORIG川CAMPU.2)/

PR川T=DEFAULT ESTIM/

CONTRAST(PREF)=SPECIAL(5*1.1 1 1 1 -4.3 -I -1 -1 0.

0 1 1-20.0 1-1 00)/

DESIGN=PREF.PREF BY RACE.PREF BY ORIG川.PREF BY CAMP.

PREF BY RACE BY ORIG川.PREF BY RACE BY CAMP.

PR:F BY ORIGIN BY CAMP.PREF BY RACE BY ORIG川　BY CAMP

19　MANOVA:多変量分散分析

MANOVAは,多変量分散共分散分析に関する汎用ブ。グラムである　MANOYAを使局することにと

って,分散分析および共分散分析を行なうことができる。乱現法(randomized block),分割プロッ

ト(split-plot),入れ子聖のデザイン,繰返しのあるデザインなども分析できる。また重回帰係数

の推定も可能であるし,主成分,判別関数の係数.正準相関孫款など,一般繰形モデル(general

1inear model)に関する様々な統計値を得ることができるO

19.1　一般書式

MANOYA　従属変数リスト〔BY要因リスト(最小値,最大値).‥】

【wITH共変丑リスト‥.】

〔/wsFACTORSサブコマンド】〔/TRANSFORMサブコマンド】

【ASDESIGNサブコマンド〕〔/MEASUREサブコマンド】

【/RENAMEサブコマンド】【/PRINT.NOPR川Tサブコマンド】

【/PLOTサブコマンド】〔ルETHODサブコマンド】

【/READサブコマンド】〔/WRITEサブコマンド】
一

【/ANALYSISサブコマンド】【/PARTITION】

〔/CONTRASTサブコマンド】【/SETCONSTサブコマンド】

【/ERRORサブコマンド】〔/DESIGNサブコマンド】
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MAガOYAでは,まず最初に分析に用いる変数名の指定を行なう必要がある　MANOVAでは3種類の変

故を屑いるQ従属変数および共変重は通読変丑(continuous variables)であり,要図(factors)は

カテゴリカル変丑である。

従属変放リストは　MANOVAコマ汁の直後に続ける。普通の場合, MANOYAはリスト上の従属変数を

合成変丑として扱う。つまり,多変丑デザイン(multivariate design)を想定するO　しかしながら

ANALYSISサブコマンドを使用することによって,変数の種類や組合せを変更することができる。

要因リストは.キーワードBYの後に続ける。要因名の後には.レベルの最小値と最大値を括弧で

囲んで指定す'る。このia園外のケースは分析から除外される。レベルの値が連続した整数値でない

場合は, RECODEコマンドを使って修正しておく必要がある。

共変立リストは, -1　ワードWITHのあとに続ける。

19.2　サブコマンド

MA.VOVAには.非常に多くのサブコマンドがある。これらは次の4つのグループに分けることがで
..レ　　1-

if　一D o

デザインに関するサブコマンド　　WSFACTORSサブコマンドは,繰返しのあるデザインにおける

披験署内要図(within-subjects factor)を指定する　WSDESIGNサブコマンドは,披験署内要因のモ

デルを指定する。.VEASUREサブコマンドは,多変丑で繰返しのあるデザインの場合の, 7-ルされ

た結果に付ける名前を指定する。 TRANSFORMサブコマンドは.従属変数や共変畳の線形変換を行な

う　RENAMEサブコマンドは,変換された変数の名前を新しくつけなおす。

印刷出力に関するサブコマンド　　PRINTサブコマンドは,オプションの出力を行なう　PLOTサ

ブコマンドは.オブシ冨ンの分布図を出力する。

計算方法のオプションおよびモデルの指定に関するサブコマンド　　ANALYSISサブコマンドは,

従属変鼓や共変丑の程み替えや並べかえをおこなう　DESIGJけプコマンドは,分析を行なうデザイ

ンモデルを指定する　MAN'oVAの一番最後には,このDESIGNサブコマンドを置かなければならない。

METHODサブコマンドは,パラメータの推定に関するいくつかのオブシ=ンを提洪する　PATITIOyサ

ブコマンドは要図の自由度を分割する　CONTRASTサブコマンドによって,対比のタイプを指定する

ことができる　ERRORサブコマンドによって,モデルで使用される誤差項を指定する。

マトリ・yクス入出力に関するサブコマンド　　WRITEサブコマンドによって,マトリックス出力

を行なうことができる。この出力はREADサブコマンドによって読むことができ,後の分析で使用す

ることが可能である。

(1)仙ALYSISサブコマンド

〔書式]　ANALYSIS 【(REPEATED　{CONDITIONAL ))】
{UNCONDITIONAL}

-従属変数リスト【WITH　共変丑リスト】

従属変数や共変畳を組み替えたりならべかえたりする。 1つのDESIGh'サブコマンドに対して.

ANALYSISサブコマンドはlつだけしか指定できない。 ANALYSISサブコマンドを使えば.ある変数

を分析から除外することができる。また従属変故を共変丑に変更したり.反対に共変重を従属変数

に変更したりすることができる　MANOYA　コマンドによる従属変数や共変放リストの指定は,

ANALYSISサブコマンドの指定によって完全に無効となる。ただし要因に対しては.なんの影響も与

えない。 ANALYSISサブコマンドの中に含まれない変故は, DESIGNサブコマンドによって分析に用い
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られることがある。 ANALYSISサブコマンドの中で.キーワードYITFlの後にくるものが新しく共変丑

となる。スラッシュで区切ることにより.いくつかの従属変数のリストを1つのANALYSTSサブコマ

ンドのなかに書くことができる。ただし変放名が重なっ.てはならない。例えば,

〔例日　MANOYA A.B.C.D.E.F BY FAC(1.4)/

ANALYSYS = (A.B/C/ D WITH E ) KITH F/

という指定は.

〔例2] .MANOVA A.B.C.D.E.F BY FAC(1.4)/

AMALYSYS　=　A B WITH F/ DESIGN/

ANALYSYS = C W汀H F/ DESIGN'/

ANALYSYS　=　D削TH E ど/

という指定と同じである。またANALYSYSサブコマンドの後に,括弧で囲んでキーワードCONDIT【ON

ALを続けると.後のリストに対しそれ以前の全ての従属変数を共変重に含める指定をしたことにな

る。例えば,

〔例3]　MAmVA A.B.C.D.E,F BY FAC(1.4)/

ANALYSYS(CONDITIONAL) = (A B C/ D E) WITH F/

という指定は,

[例4]　MANOVA A.B.C.D.E.F BY FAC(1.4)/

AN'ALYSYS = A B C WITH F/ DESIGN/

ANALYSYS=D E WITH A B C?/

という指定をしたことと同いこなるO繰返しのあるデザインの場合には, ANALYSYSサブコマンドの

後に,阜-ワードREPEATEDを括弧で囲んで続ける。

(2) DESIGNサブコマンド

〔書式〕　DESIGN-【CONSTANT ‥.】
(〔効果効真‥.
I〔CON

IC5& 果

リ
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披教書問モデルの指定を行なう。このサブコマンドは,何個でも使用できる。ある1つのモデル

に対する指定の中でこのサブコマンドが1番最後に来る。これ以外の全てのサブコマンドは,それ

に続くDESIGNサブコマンドに対して有効である0本サブコマンド省喝時に援用される援準のモデル

は完全要図計画モデル(full factorial model)である。本サブコマンドでは.次のキーワードを

使用してモデルにおける効果のリストを指定する。主効果のみのモデルは,要因名を並べ,交互作

用の指定はキーワードBYでおこなうQ例えば, A、B、Cの3次の交互作用は, A BY B BY C　と書けば

よい。
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CONT川

読

WITHINまたはY

プラス吾己号(千)

CONSPLUS

いくつかの連続変圭をプールして単一の効果とする。州ALYSISサブコマンド

に含まれていない連続変圭と要因との問の交互作用も指定することができる。

ただし共変立間の交互作用は指定できない。

入れ子型のデザインであることを示す　WITH川の左側の項が右側の項の中に

入れ子となっていることを示す。

効果をプールすることを示す。

従属変故の総平均(grand means)とパラメータ値の合計からなる推定値を得

る。

誤差項を示すキーワード　次の3軽蔑が局意されている。

WIT江川　または　Y.‥　セル内誤差項

RESIDUAL　または　R ‥.残量誤差項

YR　またはRW...セル内誤差項と技量誤差項との結合

誤差頚の指定は,まず最初にテストしたい項の名前を,続いてキーワード　VS　または

AGAINSTのいずれかを,最後に誤差項のキーワードを書くことによって行なう。例えば,

[例5]　DESIGN = AGE BY SEよAGA川ST RESIDUAL

という指定は　AGEとSEXの2次の交互作用項について,残差を誤差項としてテストするこ

とを意味する。誤差項としてはこの3種類のほかに,ユーザーによって最高10個まで定義

して局いることができる。項(term) = n　と指定することにより誤差項として定義できる。

ここでnは1から10までの望敦である。例えば.

[列6]　DESIGN=AGE BY TREATMENT : 1

という指定は, AGEとTREATMENTの2次の交互作局顎を,誤差項1として定義するというこ

とを意味する。誤差項の指定は,キーワードの場合と同じく,項(tern) AGA川ST n　ま

たは　項(terra) YS n　という形で行なうQ

CoNSTANT　　　定款項(constant term)をモデルの中に含める。一般にMANOYAは,自動的に定款

項をモデルに含める。ただしMETHODサブコマンドのなかでNOCONSTANTが指定された場合,

DESIGNサブコマンドのなかでCO汀STA汀Tを指定しない限り.定数項蛾モデルに含まれない。

附tTH川　　　DESIGNおよびwsDESIGNサブコマンドのなかで使用され.繰返しのあるデザインで

の単純効果(simple effect)をテストするのに局いられる。

(3) WSFACTO巳Sサブコマンド

〔書式】 ?SFACTORS=被験者内要因名(レベル致) ...

披験署内要因の要因名と水準(level)を指定するO例えば, DRUGlからDRUG4に対し被験者内要因

名としてTRIALと名付けたい場合には.

〔例7】　MANOVA DRUGI TO DRUG4/

WSFACTORS　= TRIALC4)

と指定する。また披験署内要因が2つあり,最初が2水準で2盲目が3水準の場合には.

〔例8]　MANOYA YI TO Y6 BY GROUP(1.2)/

WSFACTORS = DRUG(2).DOSE(3)/

というように指定する。 MANOYAコマンドのなかの従属変数の並び方は, WSFACTORSサブコマンドの

披壌者内要因の順序と水準故できまる並び方と対応していなければならない。またMANOYAコマンド

のなかの従属変数の故は,披験署内要因の水準故の積の琵数倍となっていなければならない　WSF
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ACTORSサブコマンドは.サブコマンドのなかで1蓄最初に置かなければならないO

(4) WSDESIGNサブコマンド

〔書式〕　ffSDESIGN*効真　効果　‥.

被験者内(within-subjects)モデルの指定を行なう。指定のしかたはDESIG打サブコマンドとほぼ

同様であるが,キーワードで使用できないものがあるなど.いくつかの点で異なる。

繰返しのあるデザインで使用する

(5) ANALYSISサブコマンド

[書式コ　ANALYSIS 〔(REPEATED){CONDITIONAL　})】
(UNCONDITIONAい

・従属変数リスト【WITH共変丑リスト】

キーワードREPEATEDをともなったANALYSIS　サブコマンドは, VSDESIGNおよびwSFACTORSサブ

コマンドで定義された被験者内要図の効果を生成する。このどちらかのサブコマンドがない場合,

ANALYSIS(REPEATED)を指定するとエラーメ・yセージが出る　ANALYSIS(REPEATED)サブコマンドのな

かで,変数の指定を行なうこともできる。

(6) MEASUREサブコマンド

〔書式〕　MEASURE'新しい名前...

舶NOVAでは,多変童で繰返しのあるデザインを分析することができるQ　このときPR川Tサブコマ

ンドで阜-ワードSIGNIF(AYERF)を指定すると, SPSSXは多変童の場合の結果とともに,従属変数が

プールされたもしくは"平均"された場合の結果も印刷する。 MEASUREサブコマンドは,この7'-

ルされた場合の結果にラベル(名前)をつけるために辰馬される。

(7) TRANSFORMサブコマンド

〔書式　　TRANSFORM〔(変数リスト)]:〔阜-ワード群】

従属変数や共変丑の1次変換の指定を行なうO変数リストはスラッシュで区切り.全体を括弧で

囲む。各リストに含まれる翠数の数は同じでなければならない　MANOVAは,指定された変換を各リ

ストにたいして行なう。標準処理では, MANOVAは全ての従属変数と共変童を変換する。 TRANSFORM

サブコマンドは, 1つのジョブのなかでいくつ使ってもよい。 7種類の変換が利用できる。変換の

種類を指定する前に,キーワードCONTRAST.BASIS、またはORTE0汀ORMのいずれかを指定しなければな

'sasr

以下の変換キーワードが使用できる。

DEYIATIONS(ref cat)　従属変数を,リストに含まれる従属変数の平均と比較するo

DIF門RRENCE　　従属変数を,リストのなかでその従属変数より前に位置する従属変数の平均と

比較する　HELMERTの逆になる。

HEUほRT　　　　従属変数を,リストのfJ:かでその従属変数より後に位置する従属変数の平均と

比較する。

SIMPLE(ref cat)各従属変数を最後の従属変数と比較する。最後の従属変数以外の変数を比較の

基準にしたい場合は,その変敦の番号を括弧で囲んで阜-ワードのあとにつける。

REPEATED　　　隅どうしの2つの従属変数を比較する。したがって隣りあう2つの定款の蓋が

新しい変数となる。
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pOLYNOMIAL(netric)　変換リスト中の変数に,直交多額式(orthogonal polynomials)を当て

はめる。平均が1番目の変鼓と置きかわる。以後l次の成分が2番目の変数に.

さらに2次の成分が3番目の変故にというように置き換わっていくQ

spECIAL(natrix)　任意の変換マトリックスを指定することができる。ただし行および列の故

が変故の数と同じである正方行列でなければならない。

(8) RENAMEサブコマンド

〔古式]　RENAME={新しい名前)
( *　　　1

TRANSFORMまたはWSDESIGNサブコマンドを浸局して従属変数や共変畳の変換を行なった場合には,

RENAMEサブコマンドを利用して変数名を変更することができる　RENAMEサブコマンドを使用しなけ

れば.以前の変致名がそのまま使用される　RENAMEサブコマンドを使用する場合は.全ての変数に

ついて指定を行なわなければならない。このとき変数名を変更する必要の崇いものに対しては,ア

ステリスク(i)を指定すれば良い。

(9) METHODサブコマンド

[書式]　METHOD=【MODELTYPE川退出迫　　　日】
{OBSERVAT【ONS)

〔ESTIMATION{QR　　」 {NOLASTRES}　川OBAL州CEDI　{CONSTANT　)]
{CHOLESKYI ILASTRES　}　{BALANCED　　はOCONSTANT)

〔SSTY門( (UNIQUE　　})】
{SEQUENTIALI

MODELTYPE　　パラメータ推定のためのモデルを指定するO　セル平均(cell means)モデルを使用

する場合はMEANSを,観測(observations)モデルを僅局する場合はOBSERVATION'Sを指

定ttt

ESTIMATION　パラメータ推定の方法に関する指定を行なう。 i完訳肢のベアが4組あり,それぞ

れどちらか1方を選択する。

QRまたはCHOLESKY QRを使月すると一般に非常に正確な推'定価が得られる。コレス阜

一法を用いる場合にはCHOLESXYを指定する0

NOBALAN'CEDまたはBALANCED MANOYAは普通,バランスのとれていない(セル内のケー

ス数が等しくない)デザインを想定しているOつまりNOBALANCEDが標準である0

しかしながら直交性をもつバランスのとれたデータを分析する場合には,キーワ

-ドBALANCEDを指定することによって,処理時間を大幅に節約することができるo

NOLASTRESまたはLASTRES MANOYAでは,最高次の交互作用のパラメータ推定値を必要

としない場合には,これを省噂し計算時問を大福に節約することができる。省喝

した場合でも,交互作用の有意性の検定は行なうことができる。モデルの最後に

この交互作用を指定すれば, MANOYAは滋賀によりこの効果に対する平方和を計

算することができるからである。キーワードLASTRES　を指定することによって,

MAKOVAはこの計耳を行なう。

CONSTA訂TまたはNOCONSTANT CONSTA訂Tを選択すると.たとえDESIGNサブコマンドのな

かではっきりと指定しなくとも.定数項がモデルのなかに含まれる　NOCONSTANT

を選択すると,定数項はモデルのなかに含まれない。
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sSTYPE MANOYAには.平方柏を分轄する手法が2通り肩意されている　2.1版からは回清的手

法が提準となっている。この場合ある項の効融ま,他の全ての項の効果について調要され

る。キーワ-ドUNIQUEを指定したばあいもこの手法が局いられる。

平方和を階層的に分解する場合には.キーワードSEQUENTIALを指定する。この場合.各

項はDESIGNサブコマンドのリスト上で先行する項に対してのみ調整される。これは直交分

解であり,モデル中の各平方紬を加えていくと全体の平方紬と等しくなる　2.1版以前の

spSsヾではこの手法が標準となっている。

(10) PARTITIONサブコマンド

[書式]　PARTITION (要因名)〔=({1.1..‥　　　　1日
(自由度.自由度‥‥1

要因に関する自由度を分割するOサブコマンド名の後に要因名を括弧で囲んで続ける。さらに等

号を続け,その後に分割された自由度を示す整数のリストを括弧で囲んで続ける。例えば.水準が

12 (したがって自由度は11)である要図TREATMJJTを,自由度1に分割したい場合には,

〔列9]　PARTITION(TREATMENT) = (1.1.1.1.1.1.1.1.1.1.1,)/

と指定する。同し整数が続くときはアステリスク(辛)を使うこともできる。次の

〔例1 0] PARTITION(TREATMENT) = (11*1)/

という指定は,最初の指定とまったく同L:である。どの要因も標準として最初は自由度1に分割さ

(1 1) CONTRASTサブコマンド

〔書式]　CONTRAST (要図名)サ(DEVIAlitt杜〔(rcfact)]
{SIMPLE【(ref act)J

(DIFERENCE

川ELMERT
(REPEATED

(POLYNOMIAL【({1.2.3....})】I
(metric

(SPECIAL(マトリックス)　I

ある要図の水準問の対比を指定する。次の7羅類の対比指定用のキーワードがある.

DEVIATION'(ref cat)　総平均からの偏差o MANOVAはふつう最後のカテゴリーについての偏差を

省喝する。しかし偏差の合計は0にならなければならないから.他の偏差の合計がわかれ

ば,省略された偏差も簡単に求めることができる。カテゴリーの数字を括弧で囲むことに

よって,省喝されるカテゴリーを指定することもできる。対比マトリックスの一般形は次

の積になる。ただし　k　は水準故である。

mean ( 1/k 1/k　　　/k l/k)

df(l) (1-1/k　-1/　　　-1/k -1/k)

df(2) ( -1/k卜1/k　　　-1/k -1A)

DIFFERENCE　　ある水準と.それより前に位置する水準の平均との対比を行なう。 -ルマート対

比の逆になる。対比マトリックスの一般形は次の様になる。

mean　　　　　/k 1/k 1/　　　　　1/k)

df(l)  (　-1　　　1　　　　0　　　-　　0 )

df(2)  (　-1/2　　-1/2　　　　　　　　　　　　0 )

df(K-1) ( -1/(k-1) -1/(k-1) -L/(k-1)　　　1 )
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S川PLE(ref cat)　各水準と最後の水準との対比を行なう。最後の水準以外を比較カテゴリ-と

したい場合は,その水準の番号を括弧で囲んで指定する。対比マトリックスの一般影は次

の様になる。

mean　(　1/k　　　/k

df(l)  (
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二

df(K-1) (　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-1 )

はELMERT　　へルマート対比を行なう。ある水準と,それより後に位置する水準の平均との対比

を行なう。対比マトリックスの一般形は次の積になるo

mean　( 1/k 1/　　　　　　　1A　　　　/k )

dfU) ( 1　-1/(k-1)　　　　-1/Oc-1)　-1/U-1) )

df(2)  (　　　　　　　　　　　　　-1/(k-2)　-1/(k-2) )

df(K-Z) (　　　　　　　　　　　　　　　-1/2　　　　-1/2 )

df(K-3) (　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-1 )

POLYNOMIAL　　直交多項式対比(orthogonal polynomial contrasts)を行なう。水琴問の間隔を

指定することができる。等間隔の場合には,水追放をkとすると, lからkまでの連続す

る整数を指定する。水準問の間隔が異なる場合には,それに対応した数値を指定する。例

えば,第2のグループおよび第3のグループに対する投薬量が,それぞれ第1のグループ

の4倍および7倍である場合には.

CONTRAST(DRUG) = POLYNOMIAL(L, 4.7)/

と指定すればよい。

REPEATED　　肖りあう2つの水準問の比較をおこなう。対比マトリックスの一般形は次の様に

なる。
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l
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k/
　
0
　
　
0

1

df(K-1) (　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-1 )

spECIAL　利用者の定義する対比をおこなう。行と列の数は水準の敦と等しくなければならな

い。次の例は4水準の要因TRE ATMNTにたいするものである。

〔例11]　CONTRAST(TREAT脚T) =SPECIAL! 1 1 1 1

3　-1 -1 -1

0　2　-1 -1

0　0 1-1)/

く1 2) SETCONSTサブコマンド

〔書式]　SETCONST=〔ZETA(数値) 〕 〔EPS(放任)】

MANOYAで使用される重要な定数の設定をおこなう。
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ZETA(zeta)　パラメータ推定のための基本マトリックスを揺成するときや,印刷時に使用する

ゼロの絶対的な値を設定する。 t票準値は10'である。

EPS(eps)　　コレス阜一分解などを行なう時の.マトリックスの対角線要素をチェックするた

めに使用するゼロの相対的な値を設定する。提琴値は10"である。

(13) ERRORサブコマンド

〔書式〕　ERROR=脚THIN　　　　　　または　けI
(RESIDUAL l　　　　　(R I

{WITHIN+RESIDUAい　　　　　!WR)
ln I

披鼓著聞の各効果に対する標準設定の誤夏項を指定する。

WITHIN

RESIDUAL

WITHIN+RESIDUAL

セル内の誤差項をもちいる。 Wと省妃できるO

技監誤差項をもちいるo Rと省記できる。

セル内誤差項と残萱誤差項をブールしてもちいる。 WRまたはRWと省吾己で

きる。

DE S I GNサブコマンドのなかで指定された項(model term)を正月する。

なおMANOVAは,以下の基準にしたがって誤差項を選択する。

・もしセル内誤差項があれば,これを使用する。

・セル内誤差項がなければ,残量誤差項を侵局する。

・オブザベイシヲンモデル(observations model)を使って処理されたデザインにたいしては.

セル内誤差項と落差誤差項のプールされた誤差項がデフォルトとなる。

(1 4) PR川T.NOPRINTサブコマンド

〔書式〕　{pRINT　　キーワード欝I

NOPRINT)

MANOYAによる各種の印刷出力をコントロールする。 PRINTサブコマンドによって指定された項目

が印刷される。反対にNOPRINTサブコマンドは,指定する項目の印刷出力を停止する。キーワード

の指定方法はどちらのサブコマンドも同じであるO　たとえば,

〔例12]　MANOVA Y BY A(l.3)WITH X/

PRINT=CELLINFO(MEANS)

という指定によって,各セルの平均が印刷される。

以下のキーワードが使用できる。

CELLIW0(〔MEANS] 〔SSCP】 【COV】 【coR】)　セルに関する情報が印刷される。

MEANS　各セルの平均,接準偏差,および頻度(count)

SSCP　積和行列

COV　　分散共分散行列

COR　　相関行列

HOMOGENEITY(〔BARTLET】 【COCHRAN3 【BOX.M】)　分散の同買性についての琵計量を印刷するo

BARTLETT　バートレット　tf-yクスのF。

COCHRAN　　コクランのC。

BOXM　　　ボックスのM (多変丑の場合のみ) 。多変丑で繰り返しのあるデザインの場

合には特に有効である。
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DESIGN(〔0陀YAY】 〔OVERALL〕 【DECOMP〕 〔BIAS】 〔SOLUTION】)　デザインに関する情報が印刷さ

れる。

ONEWAY

OVERALL

DECOMP

噸f.V

SOLUTION

pRINCOMPSt〔COR】

各要図についての一元配置の基琶統計立。

デザインマトリックスO

デザインにたいするQ R/`コレスキー分解。

デザイン中のパイ7スを示す床故。

効果の検定に局いられたセル平均の, 1次結合の係数。

〔NCOMP(n)] 〔MlNEIGENくeigencut)] 【COV】 〔ROTATE(rottype)])　主成分に関

する統計畳を印刷する。

COR　　　誤差相関(error correlation)行列についての主成分分析o

COV　　　誤差分散共分散行列についての主成分分析。

ROTATE(rottype)回転の羅頴を指定する。括弧のなかに. VARIMAX.EQUAMAX.QUARTMAX.ま

たはNOROTATEのいずれかを指定する。

NCOMP(n)回転する主成分の数を指定する。

M川EIGEN(eigencut)主成分の抽出を打ち切る基準として,最小固有値eigencutを指定

する。

ERROR(〔SSCP】 〔COV】 【COR】 【STDDEY])　誤差に関する筑計丑を印刷する。

かっこ内の阜-ワードはキーワードCELLINFOの項を参照　STDDEVは標準偏差。 S S C P

SIGNIFC〔坦jユ旺1 【EIGEN】 【旦上旦E旦釘〔UN!Y] 〔HYPOTH] 【STEPDO脚〕

〔AYERF】 〔BRIEF】 【AVONLF】 〔S川GLEDF])　有意性の検定に関する琵計量を印刷するo

MULT川　グ.ループ問の至についての多変塁Fテスト。 tP.準出力。

EIGEN ShS　　の固有僅O揺準出力。

DIMENR dimension-reduction分折★。標準出力o

UNIY　　単変畳FテストQ　援準出力。

HYPOTH　仮説によるS S C Pマトリックスo

STEPDOm　ロイ・バーグマンのステップダウンFテスト0

AYERF　　繰り返し要因にたいする平均Fテスト(averaged F test),

BRIEF　　多変立に関する出力を箭小して印刷する。

AVONLY　平均された結果のみを出力。崇り返しのある要因にたいし

てもちいるo

SINCLEDF　自由度1の効果のリスト

DISCRIM(【RAY】 【STAN] 【ESTIM】 【COR】 CROTATE(rottype)】 【ALPHA(alpha)])　多変五分折にお

ける従属変数や独立変数のセットに対し正準分析を行なう。もし予RrJ値(predictor)のセ

ットが連続変丑であるならば, MANOVAは正準相関分析の結果を印刷する。もし予測値の

セ・yトがカテゴリカル変丑である場合には,正準判別分析の結果を印刷する。

RAY　　　　は準化されていない判別開放の佐敷。

STAN　　　は準化された判別関数の係散o

ESTIM　　　正準変立についての効果の推定値。

COR　　　　正準変立と従属変故との問の相関。
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ROTATE(rottype)正準変立と従属変鼓との相関行列の回転を指定する。括弧の中に

VARIMAX.EQUAMAX.およびQUARTMAXのいずれかを指定するo

ALPHA(alpha)　有意水準alphaの指定。提琴触ま.15,

PARAMETERS([ESTIM】 〔ORT打01 【COR】川EGSUM】)　パラメータ推定値に関する情報を印刷する。

ESTIM　推定値.提準誤差, tテスト,および信輯区間についての情報が印刷される0

2.1版以前では,これがデフォルトである。

oRTHO　パラメータの直交推定値(orthogonal estimates).

MEGSUM　省喝されたカテゴリーにたいするパラメータ。

OMEAN'S(〔VARIABLESC変数リスト)〕 【TABLESC要因名
t要因名　BY要図名I
{CONSTANT

観察値の平均値の表を印刷する。

p.MEANS(【YARIABIES(変数リスト)】 〔TABLES(要因名
t要因名　BY要因名l
{CONSTANT

ill

りBE

〔ERROR(erroron)】

予測値の平均値の表を印刷するO共変重があり,誤差項が複数あるデザインでは,平均

値を計貫するためにどの誤差項の回帰係数を使用するかを,キーワードERRORで指定する。

指定方法はERRORサブコマンドの場合と同Lである。

POBS 【ERROR(erroron)]　各ケースについての予則値と残量を印刷する。各従属変数について

の披測債.予測値.残差(披削値一子削値) ,標準化残量(残萱を誤差の標準偏差で副

ったもの)が印刷される　PMEANSの場合と同様,共変丑があり,誤萱項が複数あるデザ

インにたいしては,キーワードERRORによる誤夏項の指定が必要である。

TRANSFORM　　多変畳で繰返しのあるデザインやWSFACTORSコマンドを使用した場合,変数にたい

してどのような変換が行なわれたかを知る。

FORMAT(吐姐_) MANOVAによる印刷は.デフ*ルトの場合1 32桁の幅で行なわれるQ　もし7

{NARROW}　2桁で印刷したい場合には, NARROWと指定する。

(15) PLOTサブコマンド

〔書式〕　pLOT=図形名など

図形名で与える次のような図を印刷させるo

CELLPLOTS　セルに関する統計丑を用いた図として,セル平均-セル分散の分布図,セル平均-

セル按準偏差の分布図,セル平均のヒストグラムを作成する。

BOXPLOT

NORMAL

STEMLEAF

ZCORR

PMEANS

POBS

間隔尺度の各変数について,箱型の図を印刷する。

各連続変塁について, normal　およびdetrended normal図を印刷する。

間隔尺度の各変数について,幹票表示(stem-and-leaf display)の印刷をおこなう。

多変丑分析における従属変数間の,セル内相関(vithin-cells correlations)の図。

各従属変数について,推定値の平均,謂要された平均.校則値の平均のそれぞれが,

グル-プごとに図示される。また,平均残量(mean residuals)ら.各従属変故につい

てグループごとに図示される。

以下の図が印刷されるQ紋別値一提琴化妓夏の図.予測値一様準化枝豆の図,は準

化法王に対する, normalおよびdetrended normal probabilityの図。
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SIZE　　　捉軸および統括の長さを変更する。 ㌫指の長さ25行,韻軸の長さ40桁が提準値とな

っている。

(1 6) winサブコマンド

〔書式】　WRITE

各種のデータを外部ファイルに出力するO　外部77イルの指定は, PROCEDURE OUTPUTコマンドで

行なう。 MANOVAは. 6種頴のレコードを外部77イルに出力する。タイプ1には,デザイン

に関する情報が含まれている。タイプ2および3には.セルのコードとセルごとの平均に関する情

報が含まれている。タイプ4にはセルごとの度数が含まれているO　タイプ5には,セル内の誤至相

関行列が含まれているO　タイプ6には,セル内の接準偏差が含まれているO

(17) READサブコマンド

〔書式]　READ

yRlTEサブコマンドで出力された各種のデータを読み込む。

19.3　オプション

l　揺準処理では.変数のいずれか1つにでも欠拐値のあるケースは計算から除外されるが,本

オプションにより,欠損値をもつケースも計算に含められる。

20　BOX-JENKINS:時系列データの解析

このサブプログラムはBox and Jenkias(1976)の手品によって一変数時系列データへの統計モデ

ルのあてはめとそのモデルにもとづく予副を行なうものである。時系列群折であるため,ケースの

順序に意味があり.データは等間隔で並んでおらねばならず,しかも欠指値は許されないQ対数変

換,累乗変換.季節差分および非季節萱分などのデータ変換撮能が準備されている。時系列データ

のモデル化の作業は一時的モデルの同定,パラメータの推定,および予aJJという三段階で構成され

ており,適切なモデルが確定するまで最後の段階は実行できないO　また,パッチモードでのこの作

業を容易にするため,十分な情報が容易に高率よく入手できるよう配慮されているC

20.1　一般事式

BOX-JENK川S VARIABLESサブコマンド/

【/系列変換サブコマンド]【/モデル指定サブコマンド】

【/アルゴリズム指定サブコマンド】〔/初開催指定サブコマンド】

【/予測指定サブコマンド]〔/表示指定サブコマンド】

[/IDENTIFY】 【/ESTIMATE】 〔/FORECAST〕

上記のように.変数および解析段階の指定のはかに,各段階ごとに必要な情報を入力するためと

出力要求のためのサブコマンドが用意されているo　ここで荘属される阜-ワードは先頭三文字のみ

有効で.四文字冒以降は省噂できる。上記の一般書式で注意すべきことは,鰐折段階の指定は他の

すべてのサブコマンドの後でなくてはならないことと.少なくとも一つは解析段階を指定しなくて

は成らないことである。
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20.2　解析段階の指定

以下の3キーワ-ドのうち少なくとも-つを指定する。この指定は一つの処理についての指示の

終りと見なされるので.必ず他のすべてのサブコマンドの後に置かなくてはならないo

IDENTITY　モデルの同定。

ESTIMATE　バラメクーの推定。

FORECAST　モデルにもとづく予測。

20.3　サブコマンド

20.3.1　VARIABL[Sサブコマンド

[書式】　VARIABLES=変数リスト

等間隔で姐測された時系列データの変数を指定する。変数は最大10個まで指定できるが,それぞ

れ個別に分析されるだけで,変数間の関操やラグなどの解析はされない。

20.3.2　系列変換サブコマンド

データの分散を全期間にわたって一定にするための対数または累乗変換.季節的および非季節的

な非定常値を除くための差分,およびこれらに付随した事前を作る期間および自己相関探教などの

計貫のためのおくれの指定を含む。

(1) LOGサブコマンド

〔書式]　LOG〔=(定款H
H四■日

新変数値-ln(旧変数僅+定数)　により自然対数に変換するO

(2) POWERサブコマンド

〔書式〕　POWER*(n〔,(定数日)
10

新変数値-(旧変数値+定数)n　により累乗変換する。

(3) DEFERENCEサブコマンド

〔書式]　DIFERENCE=階数1〔THRU階数2 〔BY (増分)】〕
D準■u

非季節的差分を行なう　THRUを使用することにより複数のモデルを指定できる0 -股には二次な

いし三次の差分で定常化することができるQ　民定または予測の段階でTmUを使月すると,それぞれ

のモデルごとに各種の計算結果が出力されることになるので,同定の段階で限定しておくこが望ま

しい。

(4) SDIFFERENCEサブコマンド

季節的差分を行なうO書式はDEFFERENCEサブコマンドと同様であるが,これに続いて, PERIODサ

ブコマンドが必要である。

(5) PERIODサブコマンド

〔書式〕　PERIOD*期間I
HL■u

季節的差分を行なうための季節を構成する期間を指定する。単位はu刺伍のそれとする。季節的

差分を行なう時は必項である。
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く6) LAGサブコマンド

〔書式]　LAG={おくれI
い匪■題■u

自己相関係教,自己共分散.偏自己掲関係数.残蓋の自己柏関係数の計貫で使用するおくれの最

大値を指定する。

20.3.3　モデル指定のサブコマンド

(D P.Q.SP.SQサブコマンド

〔書式】 (P　　パラメータ1) 〔THRUパラメータ2】
(Q) (0
m】
SQ)

自己回措(Pサブコマンド) ,移動平均(Qサブコマンド) ,季節的自己回帰(SPサブコマンド)

季節的移動平均(sQサブコマンド)のパラメータの敦を指定する　THRUにより幅で指定し,複数の

指定を同時に行なうことができるが,推定または予測の段階(20. 2参照)でこれを行なうと,

大童の出力があるので注意が必要である。

(2) *仏LAG,ARLAGサブコマンド

〔書式〕 IMALAGI=パラメータ1.パラメータ2.‥.

(ARLAG)

移動平均(MALAG) ,自己回窟(ARLAG)パラメータを非連続的に指定する。 P.Qサブコマンドの

代用として用いることができ,より柔軟な指定ができる。

次の2列はまったく同じ効果となる。

〔例1]　Q=3

〔例2〕　MALAG=1.2.3

( 3) CONSTANT,NCONSTANTサブコマンド

[書式]　{CONSTANT
はCONSTANT)

定款項のあてはめを行なう(CONSTANT)か,行なわない(NCO汀STAND　かを指定する。

(4) CENTEB.NCENTERサブコマンド

[書式]  (CENTER
はCENTE旦I

NCEHTERでは,推定に先立って変数債を平均値の周囲に集中させないようにする。 CENTERとする

と,全体の定教項の影響を考慮しないことになる。

20.3.4　アルゴリズム指定サブコマンド

パラメータ推定のための計算における収束判定条件.最大反復致.後方予測致,計貫途中での検

定など,アルゴリズムを指定するもので,大部分は特に指定しなくとも十分な結果が得られる。

(1) ITERATEサブコマンド

[書式] ITERATE*反復致

推定値の計算ルーチンが収束するまでに使用する最大反復故で.省喝時は40となる。

(2)BFRヰプコマンド

〔書式】　BFR=後方予削致

推定値の計算で使用する後方予測値で.省喝時は0となる。
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(3) TEST,NTESTサブコマンド

〔書式]　けEST
f旺星韮I

TESTでは.収束のための繰り返しごとに推定値の検定を行ない, NTESTではこれを行なわないQ

(4) FPRサブコマンド

〔書式]　FPR=経過出力間隔

収束のための反復計算の途中経過を印刷する間隔で,省喝時は5回の反復ごとに印刷される。

(5) PCON.PP.PQ.PSP.PSQサブコマンド

[書式]　サブコマンド名=(進み幅1.遥み幅2....)

最終推定値の計貫ルーチンにおいて使用する這み幅を指定するもので,省略時はすべて0.1とな

る。この指定はそれぞれ, P.Q.SPおよびSQサブコマンドで指定したパラメータの敦と対応していな

けらばならない。

(6) TCON,TP.TQ.TSP.TSQサブコマンド

〔書式]　サブコマンド名-(収束条件1【.収束条件2‥‥〕)

推定値許容誤差で,反復計算の途中で推定値の差がこの値よりも小さくなったら収束したと判定

して反復を止めるもので,昔時時はすべて0.001となるo　それぞれ定数項, P.Q.SPおよびSQサブコ

マンドのパラメータ数と対応していなけらはならない。

20.3.5　初期値推定サブコマンド

各パラメータの初苅揺定圧は先行する同定の段階で得られるが,別の方法で得られた初買値を指

定する時に使属するものである。

く1) ICON.IP.IQ.ISP,ISQサブコマンド

[書式〕　サブコマンド名=(初期値1.〔初期値2..‥])

これらの指定はそれぞれ定数項, P.Q.SPおよびsQサブコマンドのパラメータ数と対応しなくては

ならないO省喝時はすべて, 0が宗局されるO

20.3.6　予測指定サブコマンド

予測の開始点,先行数,信穎幅,最終推定値など予測の作業に必要な情報を指定するものである。

(1)ORIGINサブコマンド

〔書式〕　ORIG川=け-ス番号l 【THRUケース番号2]l
t最終ケース番号　　　　　　　　l

予測を開始するケースを指定するもので.そのケース番号で指定する時は正の整数で表示し.負

終ケースから何ケース分戻ったかで指定する時は負の笠故で表示する0

(2) LEADサブコマンド

〔書式〕　LEAD=先行ケース敦

逐次予刺における長大先行ケース敦で.省略時は12となる　PERIODサブコマンドとの関連で適切

な敦を指定する。

(3) C川サブコマンド

〔書式〕　C川=信頓区間

予測値の信領区間の百分率で,省略時は95;信頼区間が採用される。この区間は予測のグラフに
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も表示される。

(4) FCON.FP.FQ.FSP.FSQ

Lr書式】　サブコマンド名ごく値1.〔値2..‥】)

予測の作業に使用するパラメータの最終推定値で,それぞれ定款項.P.Q.SPおよびsQサブコマン

ドのパラメータ敦と対応しなくてはならない。

20.3.7　表示指定サブコマンド

BOX-JEM川SではSTATISITICSコマンドによる追加統計はなく,代りに以下のサブコマンドで追加

統計を指示する。

(1) PRINTサブコマンド

〔書式]　PRINT*〔ACF】 【PACF】 〔ACYF】 〔SER】 [TSER】 〔DSER]

【RESID] 〔RACF〕

予刺値のほかに追加して印刷する数表を選択するQ

ACF　　　自己得関開設O　同定段階で印刷される。

PACF　　偏自己相関関数。同定段階で印刷されるo

ACVF　　自己共分散関数。同定段階で印刷されるQ

SER　　時系列(原系列) 。同定段階で印刷される。

TSER　定数または累乗変換された時系列。同定段階で印刷され.i。

DSER　　差分化された時系列。同定段階で印刷されるo

RESID　残菱系列(モデル托定時のみ) 。推定段階で印刷されるo

RACF　　残量のE己博聞関数O　推定段階で印刷される。

(2) PLOTサブコマンド

〔書式】　PRINT*〔ACF】 〔PACF】 【SER] 〔TSER〕 〔DSER】

[RESID〕 [RACF】 〔FCF】 【FLF】 〔C川】

作成するグラフを選択するO　キーワードのうち, ACF-RACFはPRINTサブコマンドと同しである。

FCF　　予測関数。予m段階で作成される。

FLF　　　固定先行予測O　予則段階で作成される。

C川　　信頼区間。予測段階で作成される。

21　NPAR T E STS

変数の分布に関する種々のノンパラメトリック・テストを行なう。例えば,ある変数が正規分布

であるか,二つの変数が同じ母集団からの揺本であるか,などのテストを行なう。 NPAR TESTでは

次のようなサブコマンドが14種類のテストに対応しているo

cHI-SQUARE　等分布または指定した分布に対する適合度のテストで,名義尺度以上の変数が対

象。

K-S(その1)　Kolraogorov-Smirnov one sampleテストで,等分布,正規分布,ポアソン分布へ

の適合度をテストする。間隔尺度以上が対象o

RUNS　　　　逆テスト0　2値変数または噸位尺度以上が対象0

MCNEMER　　　　変数間の独立性の検定で, 2値変数が対象。
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StGN

WILCOXON

COCHRAN

FRlEDMAN

MEDIAN

.V-.N

Y-W

K-S(その2)

MOSES

K-W

2変数が同一母栗田からのものかの検定で.順位尺度以上が対象。

同上。

多変放問の独立性の検定で, 2値変款が対象。

k個の変数が同じ母集団からのものかの検定で.順位尺度以上が対象。

k個のグループが同L'ちLbうおうちを持つ母票田からのものかの検定で,順位尺度

以上が対象。

Mann-WhitneyのUテスト。二つのグループが同一母票田からのものかの検定で,刺

象は順位尺度以上。

wald-Wolfowitzの逆テストC　同上。

Kolmogorov-Smirnov two sample　テスト。同上。

二つのグループの幅の違いをテストするもので,順位尺度以上が対象。

Kruska卜Wailisの一元配置分散分析で, k個のグループが同じ母票田からのものか

を検定する。対象は順位尺度以上。

21.1　一般書式

NPAR TESTS　【CH卜SQUAREサブコマンド/【EXPECTEDサブコマンド】】

〔/K-Sサブコマンド】【/RUNSサブコマンド〕〔/BINOMIALサブコマンド】

〔/MCNEMARサブコマンド】〔/SIGNサブコマンド】〔/mcoxoNサブコマンド】

【/COCHRANサブコマンド】〔/FRIEDMAyサブコマンド】〔/KENDALLサブコマンド】

〔/MEDIANサブコマンド】〔/M-'iTサブコマンド】〔/K-Sサブコマンド】

【/Y-Wサブコマンド】〔/MOSESサブコマンド】〔/K-Yサブコマンド】

サブコマンドを複数並べて同時にいくつかの検定を行なっても,また同L:サブコマンドを2回以

上使用してもよいO

21.2　サブコマンド

( 1 ) CH卜SQUARE.EXPECTEDサブコマンド

〔書式]　C汀卜SQUARE=変数JJスト〔(最小.最大)】/

〔EXPECTED= (EQUAL　　　} ]

Ifl.f2　　　fnl

最小,最大は整数値を用いて変数の元図を指定する。

の債は整数値にまるめられる(小数点以下を切捨てる)

変数が整数でないものに用いると.すべて

EXPECTEDにより.テストすべき分布を椙

対頻度の形で指定する。これを省略またはEQUALを選んだ時は,一様分布が仮定される。

〔例1 】　CHI-SQUARE=A(1.5)/EXPECTED=12.3書16.18

この列では.変数Aのカテゴリー1-5の相対頻度が12.16,16.16.18の仮説が検定される。

(2)X-Sサブコマンド(1グループ)

〔書式〕　K-S(仰げOR刈【.パラメータ〕)=変故リスト
川ORMAL
IPOlSSONl

変数リストは分布をテストされる変数名O仮定する分布はキーワードUNIFORM(一様分布) ,

NORMAL(咳分布) , POISSON (ポアソン分布)の中から一つを濁ぷQ各キーワードにつづくパラメ

ータは次のとおりである。パラ・yメータを省略すると抜本値が使用される。
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uNIFORM　最小と最大

NORMAL　　平均と措準偏差

poISSON　平均

(3) RUNSサブコマンド

〔書式]　RUNS(川EAN　})=変数リスト
はEDIAN]
MODE I

(僅　I

MEAN.MEDIAN.MODEまたは指示する値を逆テストの分岐点とする。

(4) MCNEMAR.SIGN.WILCOXONサブコマンド

〔書式]　川CNEMAR }=変数リスト〔WITH変数リスト】
(SIGN

{mcoxoNI

使月する変数とその組合せを指示する。

〔例2J MCNEMARサA B C　　(A.B) (A.C) (B C)の組合せでテストされる。

(5) COCHRAN.FRIEDMANサブコマンド

〔書式】  (COCHRAN }=変数リスト
{FRIEDMAN}

(6) MEDIANサブコマンド

〔書式〕　MEDIAN【(倭)】=従属変数リスト　BY独立変数(値1.値2)

独立変数によりグループ分けをする。値lのグループから値はでの値2一便1+lのグループに分け,

従属変数のそれぞれについてテストする　MEDIANの後の値は仮定するMEDIANで,省喝すると標本値

を反局する。

く7)汁-ォf.K-S(2グループ).ff-Wサブコマンド

〔書式]  (M-nr)=従属変数リスト　BY独立変数(僅1.値2)
はE
(W-W)

MEDIANサブコマンドとほぼ同じであるが,グループは僅1と値2の二つだけとなるO

(8) MOSESサブコマンド

[書式〕　MOSES(n)=従属変数リスト　BY独立変数(僅1.僅2)

値1は制包グループを識別するaE,値2は披検グループを識別する値。 nは,値の小さいものと大

きいものを削除するときの各ケース散を指示するもので,省喝するとそれぞれSvが削除される。

(9) l-Hサブコマンド

〔書式]　K-W=従属変数リスト　BY独立変数(値1.僅2)

MEDIANサブコマンドと同様で,値2-値l+lのグループに分ける。

21.3　オプション

1欠損値の解除0

2　使用する変穀のうち一つでも欠指値があればそのケースを除外する。

3　テストされる変数の組合せの特殊な扱い。

VARA YARB YARC ‥.に対しては, CYARA.VARB)(VARB.VARC)‥., YARA YARB WITH YARC

YARDに対しては, (YARA.VARC)(CA和.YARD)のように組合せる。
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4　ケース教が多くて作業領域が不足するときサンプリングを行なう。ただし, RUNSテストでは

このオブシヲンは無視される。

5　結果出力の印刷幅を75桁とする。

21.4　追加統計

l　記述統計(平均,最小,最大など)を出力する。

(参考文献〕

1)新版S P S S'I基礎昂,東洋経済新報社, 1966.

2) SPSS* User s Guide. McGraw-Hill.
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4) SPSS' Advanced Statistics Guide. McGraw-Hill.

◇この原稿は,執筆者のご了解を得て,本センターの広軌こ掲載させていただきました。

-709-
九州大学大型計算機センター広報

Vol.22 No.6 1989


	p629
	p630
	p631
	p632
	p633
	p634
	p635
	p636
	p637
	p638
	p639
	p640
	p641
	p642
	p643
	p644
	p645
	p646
	p647
	p648
	p649
	p650
	p651
	p652
	p653
	p654
	p655
	p656
	p657
	p658
	p659
	p660
	p661
	p662
	p663
	p664
	p665
	p666
	p667
	p668
	p669
	p670
	p671
	p672
	p673
	p674
	p675
	p676
	p677
	p678
	p679
	p680
	p681
	p682
	p683
	p684
	p685
	p686
	p687
	p688
	p689
	p690
	p691
	p692
	p693
	p694
	p695
	p696
	p697
	p698
	p699
	p700
	p701
	p702
	p703
	p704
	p705
	p706
	p707
	p708
	p709

